
六
三

『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て

は
じ
め
に

長
篇
白
話
小
説
『
水
滸
伝
』
が
中
国
の
み
な
ら
ず
日
本
に
お
い
て
も
長
く
親
し

ま
れ
、
文
学
、
言
語
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
は
、
す
で
に
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
近
世
中
期
頃
よ
り
流
行
す
る
唐
話
学
習
の
教
科
書
と
し
て
利
用
さ

れ
始
め
た
が
、
後
に
多
く
の
学
者
や
著
述
家
た
ち
の
興
味
を
惹
き
、
作
品
自
体
の

研
究
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
享
保
か
ら
宝
暦
に
か
け
て
は
近
世
期
に

お
い
て
最
も
『
水
滸
伝
』
研
究
が
盛
ん
な
時
期
で
あ
り
、
各
地
で
講
読
が
行
わ
れ

て
い
た
と
見
ら
れ
て
い
る（
１
）。

そ
の
一
例
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
岡
白
駒
（
元
禄
五
／
一
六
九
二
―
明
和
四

／
一
七
六
七
）
に
よ
る
講
義
で
あ
る
。
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
の
記
載
が
あ

る
講
義
録
を
始
め
、
各
地
に
そ
れ
と
見
ら
れ
る
写
本
が
残
っ
て
い
る
。『
水
滸
伝
』

に
関
し
て
白
駒
自
身
に
よ
る
著
述
は
な
い
が
、
彼
の
講
義
は
近
世
期
の
『
水
滸
伝
』

研
究
の
中
で
最
も
早
い
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
ま
た
そ
の
訳
解
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
き
た（
２
）。

更
に
各
地
に
残
る
講
義
録
が
そ
の
影
響
の
大

き
さ
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
各
講
義
録
の
成
立
や
そ
の
関
係
に
つ

い
て
述
べ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
白
駒
の
『
水
滸
伝
』
講
義
に
つ
い
て
検
討
し
、
各
地
に
残
る

講
義
録
の
調
査
を
進
め
て
き
た
。
拙
稿
「『
水
滸
伝
訳
解
』
に
み
る
岡
白
駒
の
『
水

滸
伝
』
研
究
―
解
釈
の
方
法
と
そ
の
継
承
―
」
（
３
）「『

水
滸
伝
』
講
義
の
実
態
と
そ
の

影
響
に
つ
い
て
―
講
義
録
を
手
が
か
り
に
―
」（
４
）は

そ
の
成
果
の
一
部
を
示
し
、
講

義
録
諸
本
を
検
討
し
て
い
く
指
標
を
模
索
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
講
義
録
の
内
容

は
、
同
じ
講
義
を
筆
記
し
た
も
の
と
考
え
て
概
ね
差
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
異
な
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
、
中
に
は
同
じ
講
義
の
記
録
と
し
て
は
些
か
不
可

解
な
点
も
認
め
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
す
で
に
示
し
て
き
た
例
を
改
め
て
紹
介
し
な
が
ら
、
新
た
に
確
認

し
た
も
の
を
含
め
て
再
検
討
し
、
各
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た

そ
の
過
程
に
見
ら
れ
る
問
題
点
等
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
近
世
期
の
『
水
滸
伝
』

研
究
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
経
緯
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
白
駒
の
講
義
に
つ
い
て

ま
ず
白
駒
の
『
水
滸
伝
』
講
義
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
て
お
く
。

『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て

宮　

本　

陽　

佳
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館
刊
本
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
、
別
の
回
に
お
い
て
も
同
本
が
参
照
さ
れ
て
い

た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
唐
話
学
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
岡
嶋
冠
山
（
延
宝
二

／
一
六
七
四
―
享
保
十
三
／
一
七
二
八
）
が
編
纂
し
た
唐
話
辞
書
等
も
参
照
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る（
９
）。

こ
れ
以
外
の
講
義
録
に
も
同
様
の
状
況
を
見
る
こ
と

が
出
来
、
同
じ
講
義
か
ら
派
生
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
講
義
を
直
接
受
講
し
た
人
物
が
筆
記
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
次
に
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
得
た
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
の
成
立

過
程
と
継
承
関
係
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

二
、
各
講
義
録
に
つ
い
て

以
下
筆
者
が
確
認
し
た
十
五
部
の
講
義
録
の
所
蔵
（
同
じ
機
関
が
複
数
有
し
て

い
る
場
合
は
請
求
番
号
も
併
せ
て
示
す
。）
等
に
つ
い
て
示
す
。
筆
記
者
、
成
立

時
期
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
不
明
で
あ
る
が
、
印
記
等
か
ら
知
り
得
た
こ
と
を

示
し
て
お
く
。

①
関
西
大
学
図
書
館
長
澤
文
庫
蔵
（
請
求
番
号
：L23D6547

、6548

、6549

）、

三
冊
（
上
：
第
一
回
〜
十
五
回
、
中
：
第
十
六
回
〜
五
十
回
、
下
：
第
五
十
一
〜

百
二
十
回
）。
外
題
『
水
滸
全
傳
譯
解
』、
内
題
『
水
滸
傳
譯
解
』。
艮
斎
筆
。
享

保
十
二
年
成
立
。
印
記
：「
蔦
廼
家
文
庫
」「
静

蔵
書
」

一
で
述
べ
た
も
の
。
先
述
の
通
り
、
こ
の
講
義
録
に
は
筆
者
と
講
師
の
名
前
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
に
確
認
し
た
講
義
録
の
う
ち
白
駒
の
名
前
が
記
さ

れ
る
の
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。
末
に
付
さ
れ
た
跋
文
か
ら
、
艮
斎
は
白
駒
の
講
義

こ
れ
ま
で
白
駒
の
講
義
の
記
録
と
し
て
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
艮

斎
と
い
う
人
物
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。『
水
滸
伝
』
第
一
回
か
ら
第
百
二
十

回
ま
で
に
見
え
る
語
句
を
取
り
出
し
て
訓
点
や
解
説
を
付
し
、
末
に
「
水
滸
全
傳

巻
廿
四
大
尾　

昉
于
享
保
丁
未
歳
三
月
下
旬
訖
于
七
月
廿
四
日
（
筆
者
注
：
享
保

十
二
（
一
七
二
七
）
年
三
月
下
旬
に
始
め
七
月
二
十
四
日
に
終
わ
る
）　

岡
龍
洲

口
授　

艮
斎
校
正
」
と
記
し
て
い
る
。
使
用
テ
キ
ス
ト
、
成
立
年
、
筆
記
者
、
講

師
が
明
記
さ
れ
、
更
に
同
年
の
跋
も
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
澤
規
矩
也
氏
が

最
も
拠
り
所
の
あ
る
も
の
と
し
て
『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
十
三
集
に
そ
の
影
印
を

収
録
し
て
い
る（
５
）。

今
日
、
白
駒
の
『
水
滸
伝
』
解
釈
に
つ
い
て
の
研
究
は
主
に
こ

の
影
印
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
こ
れ
を
基
準
と
し
て
各
講
義
録

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

筆
記
者
の
「
艮
斎
」
に
つ
い
て
は
、檜
垣
里
美
氏
が
摂
津
今
津
の
加
藤
艮
斎
（
貞

享
二
／
一
六
八
五
―
宝
暦
四
／
一
七
五
四
）
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る（
６
）。

白
駒

の『
水
滸
伝
』講
義
の
時
期
は
、右
に
挙
げ
た
艮
斎
の
記
述
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、

四
ヶ
月
で
百
二
十
回
分
の
講
義
を
終
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
は

開
講
の
期
間
で
は
な
く
艮
斎
自
身
が
講
義
録
を
整
理
し
た
期
間
で
あ
ろ
う
と
い
う

指
摘
も
あ
る（
７
）。

ま
た
、
開
講
の
場
所
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
白
駒
と

加
藤
艮
斎
の
経
歴
か
ら
京
都
か
大
阪
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
に
留
ま
る（
８
）。

こ
の
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
語
句
か
ら
、
講
義
の
底
本
は
『
水
滸
伝
』

百
二
十
回
本
の
中
で
も
希
少
で
あ
る
古
い
系
統
の
も
の
（
毎
回
の
標
題
等
を
「
水

滸
全
伝
」
と
し
て
い
る
も
の
で
、「
全
伝
本
」
と
呼
ば
れ
る
。
新
し
い
系
統
の
も

の
は
「
水
滸
全
書
」
と
し
て
い
る
た
め
「
全
書
本
」
と
呼
ぶ
。）
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
第
十
回
か
ら
第
十
六
回
の
途
中
ま
で
は
百
回
本
で
あ
る
四
知
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『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て

注
四
所
引
の
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
第
一
回
、
第
二
回
に
艮
斎
が
筆
記
し
た

内
容
の
中
に
は
、
講
義
の
本
筋
と
は
別
の
補
講
の
よ
う
な
も
の
を
記
述
し
た
部
分

が
見
ら
れ
る
。
他
の
講
義
録
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
艮
斎
が
独
自
に
筆
記
し

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
疑
わ
れ
る
。

②
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
、
二
冊
（
上
：
第
一
回
〜
四
十
回
、
下
：
第
四
十
一
〜

百
二
十
回
）。
外
題
『
水
滸
傳
譯
』、
内
題
『
水
滸
傳
譯
解
』。
澤
田
重
淵
（
元
禄

十
四
／
一
七
〇
一
―
天
明
二
／
一
七
八
二
）
筆
。
江
戸
写（
10
）。

印
記
：「
東
山
高
臥
」

「
重
𣶒
」。

澤
田
重
淵
は
京
都
の
書
肆
風
月
堂
の
五
代
目
主
人
、
澤
田
一
斎
。
名
は
重
淵
、

字
は
文
拱
、
号
は
一
斎
の
他
に
奚
疑
斎
を
用
い
、
風
月
堂
主
人
の
通
称
で
あ
る
風

月
庄
（
荘
）
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
。
柱
に
「
奚
疑
斎
」
と
刻
さ
れ
た
罫
紙
を
用
い
、

ま
た
名
前
の
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
一
斎
筆
記
の
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま

た
、「
東
山
高
臥
」
も
一
斎
の
印
で
あ
る
と
い
う（
11
）。

白
駒
に
学
ん
で
白
話
に
通
じ
、

著
書
に
短
編
白
話
小
説
集「
三
言
二
拍
」中
の
五
話
に
施
訓
し
た『
小
説
粋
言
』（
宝

暦
八
／
一
七
五
七
年
風
月
堂
刊
）
が
あ
る
。

講
義
録
中
に
は
、
こ
れ
を
用
い
て
一
斎
が
『
水
滸
伝
』
研
究
を
進
め
た
こ
と
を

窺
わ
せ
る
書
き
込
み
が
散
見
さ
れ
る（
12
）。

③
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
、
二
冊
（
第
一
回
〜
四
十
回
、
第
四
十
一
回

〜
百
二
十
回
）。
外
題
『
水
滸
傳
解
』、
内
題
『
南
関
先
生
水
滸
傳
譯
觧
』。
一
冊

目
の
巻
頭
に
明
治
十
六
年
〜
明
治
二
十
二
年
の
書
入
れ
が
あ
る
。
ま
た
二
冊
目
の

末
に
「
水
滸
傳
鈔
譯
」（
第
三
十
五
〜
四
十
五
回
）、「
再
生
記
畧　

巻
上
」
が
書

を
直
接
受
講
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
次
に
全
文
を
挙
げ
る
（
傍
線
は
私
に
付

し
た
）。夫

学
問
之
道
多
端
。
自
上
古
至
六
朝
者
四
部
之
書
乃
備
矣
。
能
讀
之
有
何
難

乎
。
而
唐
以
来
。
有
官
府
語
。
有
俗
語
。
加
之
。
有
轉
借
有
諱
避
。
有
家
語
。

故
難
皆
理
會
之
。
唐
以
下
書
。
文
義
難
通
暁
者
。
為
是
故
耳
。
吾
邦
学
者
往
々

置
而
不
講
。
故
雖
老
師
宿
儒
誤
文
義
侭
為
多
也
。
且
雖
粗
解
隔
靴
搔
痒
而
己
。

水
滸
傳
者
元
之
人
羅
貫
中
所
著
惣
用
俗
。
語
所
謂
演
義
文
者
也
。
頃
随
于
岡

龍
洲
受
文
義
。
逐
一
附
譯
解
。
以
備
後
来
之
遺
忘
云

（
訳
：
学
問
は
端
緒
が
多
く
、
上
古
か
ら
六
朝
に
至
る
ま
で
に
つ
い
て
は
四

部
の
書
物
が
備
わ
る
。
こ
れ
を
読
む
こ
と
に
難
し
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し

唐
以
来
、
官
府
の
語
や
俗
語
が
あ
り
、
更
に
仮
借
や
避
諱
、
日
常
語
が
加
わ

る
た
め
、
こ
れ
を
す
べ
て
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。
唐
以
降
の
書
物
の
文
義

を
明
ら
か
に
す
る
の
が
難
し
い
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
我
が
国
の
学
者

は
往
々
に
し
て
こ
れ
ら
を
放
置
し
講
じ
な
い
た
め
、
老
師
宿
儒
で
あ
っ
て
も

文
義
を
誤
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
大
ま
か
に
解
釈
は
出
来
る
も
の
の
、

細
か
い
部
分
が
わ
か
ら
ず
歯
痒
い
ば
か
り
で
あ
る
。
水
滸
伝
は
元
の
人
羅
貫

中
が
著
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
て
俗
語
を
用
い
て
い
る
。
言
葉
は
所
謂
演
義

文
で
あ
る
。
こ
の
頃
岡
龍
洲
に
従
っ
て
文
義
を
受
け
、
逐
一
訳
解
を
付
す
。

こ
れ
を
も
っ
て
後
の
遺
忘
に
備
え
る
。）

本
稿
で
は
こ
の
艮
斎
筆
記
の
も
の
を
講
義
を
直
接
受
講
し
た
人
物
が
筆
記
し
た

「
原
講
義
録
」
と
位
置
づ
け
、
他
本
を
検
討
し
て
い
く
基
準
と
す
る
。
た
だ
し
、
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る
。

④
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
、
二
冊
（
上
：
楔
子
（
第
一
回
）
〜
第
四
十
回
、

下
：
第
四
十
一
回
〜
百
二
十
回
）。
外
題
、
内
題
『
水
滸
傳
譯
觧
』。
印
記
：「
有

不
爲
齋
」「
□
山
樓
記
」（
□
は
文
字
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
。）。

「
有
不
爲
齋
」
は
漢
学
者
伊
藤
介
夫
の
号
。
伊
藤
介
夫
（
天
保
四
／
一
八
三
三

―
大
正
一
／
一
九
一
二
）、
名
は
和
、
字
は
介
夫
、
子
固
、
通
称
は
軍
八
。
号
は

有
不
爲
齋
の
他
に
雪
香
を
名
乗
っ
た
。
漢
詩
文
に
優
れ
、
幕
府
の
清
国
へ
の
特
使

派
遣
の
際
に
通
訳
と
し
て
同
行
し
た
こ
と
も
あ
る
。
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
、
特

に
大
阪
学
問
所
懐
徳
堂
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
懐
徳
堂
関
係

の
書
籍
の
収
集
保
存
に
努
め
た
。
没
後
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
そ
の
蔵

書
の
う
ち
懐
徳
堂
旧
蔵
の
も
の
は
重
建
懐
徳
堂
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る（
17
）。

そ
の
他

の
蔵
書
も
同
年
に
売
り
た
て
が
行
わ
れ
、『
水
滸
傳
譯
解
』
も
そ
の
入
札
目
録
の

中
に
書
名
が
見
え
る（
18
）。

⑤
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
一
冊
（
第
一
回
〜
百
二
十
回
）。
外
題
、
内
題
『
水
滸

傳
譯
解
』。
印
記
：「
西
尾
文
庫
」「
永
根
氏
家
蔵
印
」「
文
峰
学
人
」。

永
根
氏
の
印
は
書
家
永
根
伍
石
の
も
の（
19
）。

巻
末
に
伍
石
に
よ
る
と
見
ら
れ
る

文
が
あ
る
（
後
述
）。
永
根
伍
石
（
明
和
二
／
一
七
六
五
―
天
保
九
／
一
八
三
八
）、

名
は
鉉
、
字
は
仲
鼎
、
元
鼎
、
号
は
伍
石
の
他
に
氷
斎
、
氷
道
人
、
槃
散
散
人
、

無
仏
称
尊
等
が
あ
り
、
通
称
は
勇
八
郎
。
盛
岡
の
人
で
、
江
戸
に
出
て
下
谷
御
徒

町
に
住
ん
だ
が
、
後
に
盛
岡
に
帰
っ
て
い
る（
20
）。

こ
の
講
義
録
に
つ
い
て
は
石
崎

又
造
氏
の
言
及
が
あ
り
、
文
峰
は
江
戸
後
期
の
書
家
永
根
文
峰
（
享
和
二
／

か
れ
て
い
る
。

内
題
の
「
南
関
先
生
」
は
後
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が

誰
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
白
駒
と
関
係
が
あ
り
、「
南
関
」
の
号

を
持
つ
人
物
と
し
て
は
、
思
想
史
家
で
あ
っ
た
富
永
仲
基
（
正
徳
五
／
一
七
一
五

―
延
享
三
／
一
七
四
六
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
仲
基
、
字
は
子
仲
ま
た
仲
子
、
号
は

謙
斎
、
南
関
、
藍
関
。
通
称
道
明
寺
屋
三
郎
兵
衛
を
名
乗
っ
た
。
仲
基
が
白
駒
に

宛
て
た
書
簡
か
ら
二
人
に
は
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
は

「
元
礼
」
と
い
う
人
物
を
介
す
る
形
で
交
誼
を
願
う
内
容
で
、
末
に
「
浪
華
南
関

徳
基
再
拝
」
と
あ
る
。
水
田
紀
久
夫
氏
は
こ
れ
を
享
保
末
か
ら
元
文
初
年
、
仲
基

二
十
歳
前
後
、
白
駒
が
四
十
五
歳
前
後
の
も
の
と
推
測
し
て
い
る（
13
）。

或
は
、『
連
城
璧
』『
金
瓶
梅
』
の
訳
解
を
持
つ
岡
南
間
喬
（
姓
は
岡
、
名
は
南
、

字
は
間
喬
。
七
介
と
称
し
、
貴
適
斎
と
号
し
た
。
生
没
年
未
詳（
14
））

の
名
前
が
誤

伝
さ
れ
た
も
の
か
。「
南
関
先
生
」
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
は
、
今

後
も
追
究
を
続
け
た
い
。

末
に
筆
記
さ
れ
る
「
水
滸
傳
鈔
譯
」
は
、
陶
山
南
濤
（
元
禄
十
三
／
一
七
〇
〇

―
明
和
三
／
一
七
六
六
）
に
よ
る
『
水
滸
伝
』
講
義
の
記
録
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、

『
唐
話
辞
書
類
集
』
に
別
本
（
第
十
六
回
〜
第
百
二
十
回
）
の
影
印
が
収
録
さ
れ

て
い
る（
15
）。「

再
生
記
畧　

巻
上
」
は
、
清
朝
の
雑
著
を
収
録
し
た
『
昭
代
叢
書
』

に
見
え
る
、陳
済
生
「
再
生
記
略
」
の
前
半
部
分
と
そ
の
本
文
が
一
致
し
て
い
る（
16
）。

た
だ
し
、
表
記
が
一
部
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
『
昭
代
叢
書
』
で
は
「
上
」
等
と

巻
が
分
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
別
の
単
行
本
等
を
書
き
写
し
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

別
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が
多
く
、
大
部
分
は
明
治
期
の
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ



六
七

『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て

際
に
文
如
上
人
か
ら
学
問
所
「
読
書
室
」
な
る
一
堂
を
与
え
ら
れ
、
こ
こ
を
講
堂

と
し
た
。
儒
医
、
儒
者
と
し
て
の
名
声
高
く
、
門
人
は
お
よ
そ
数
百
名
い
た
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
封
山
の
読
書
法
は
書
を
写
す
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
写
本
は

膨
大
な
量
に
達
し
た
と
い
う（
25
）。

封
山
が
仕
え
て
い
た
文
如
上
人
は
、
西
本
願
寺
の
門
主
が
代
々
引
き
継
ぐ
一
大

漢
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
写
字
台
文
庫
の
集
書
を
し
た
人
物
で
あ
り
、
京
都
書
肆
風

月
堂
（
七
代
目
主
人
の
頃
か
）
か
ら
明
清
の
通
俗
小
説
を
買
入
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
と
い
う（
26
）。

②
の
澤
田
一
斎
筆
記
本
と
関
連
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑧
関
西
大
学
図
書
館
長
澤
文
庫
蔵
（
請
求
番
号
：L23D6190

）、
一
冊
（
第
一
回

〜
百
二
十
回
）。
外
題
、
内
題
『
水
滸
傳
譯
解
』。
印
記
：「
東
京
木
挽
町
五
丁
目 

吉 

高
嶋
」

⑨
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
、
三
冊
（
上
：
第
一
回
〜
十
八
回
、
中
：
第
十
九
回
〜

四
十
五
回
、
下
：
第
四
十
六
回
〜
百
二
十
回
）。
外
題
、
内
題
『
水
滸
傳
譯
解
』。

⑩
関
西
大
学
図
書
館
長
澤
文
庫
蔵
（
請
求
番
号
：L23D6543

、L23D6544

）、
二

冊
（
天
：
第
一
回
〜
二
十
五
回
、
地
：
第
二
十
六
回
〜
百
二
十
回
）。
外
題
、
内

題
『
水
滸
傳
譯
解
』。

⑪
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
、六
冊
（
巻
之
一
：
第
一
回
〜
七
回
、巻
之
二
：

第
八
回
〜
二
十
五
回
、
巻
之
三
：
第
二
十
六
回
〜
四
十
五
回
、
巻
之
四
：
第

四
十
六
回
〜
六
十
三
回
、
巻
之
五
：
第
六
十
四
回
〜
九
十
二
回
、
巻
之
六
：
第

一
八
〇
二
―
天
保
四
／
一
八
三
三
）
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る（
21
）。

現
在
は
一
冊
の
形
だ
が
、
小
口
書
き
は
「
乾　

水
滸
」「
坤　

水
滸
」
と
二
つ

あ
り
、
ま
た
第
四
十
一
回
の
頁
に
「
永
根
氏
家
蔵
印
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
は

第
一
回
〜
四
十
回
、
第
四
十
一
回
〜
百
二
十
回
の
二
冊
で
あ
っ
た
こ
と
が
疑
わ
れ

る
。

⑥
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
（
請
求
番
号
：923-1

③
）、
二
冊
（
第
一
回
〜

四
十
回
、第
四
十
一
回
〜
百
二
十
回
）。
外
題
な
し
、内
題
『
水
滸
傳
譯
觧
』。
印
記
：

「
廣
池
蔵
書
」「
昭
和
参
年
四
月
壹
日　

寄
贈　

廣
池
文
庫　

廣
池
千
九
郎
」

廣
池
千
九
郎
（
慶
応
二
／
一
八
六
六
―
昭
和
十
三
／
一
九
三
八
）
は
明
治
か
ら

昭
和
前
期
の
歴
史
家
、
教
育
者
等
と
し
て
知
ら
れ
る
。
研
究
分
野
は
歴
史
、
文
法
、

東
洋
法
制
史
、日
本
の
精
神
文
化
、モ
ラ
ロ
ジ
ー
（
道
徳
科
学
）
な
ど
多
岐
に
渡
り
、

著
書
に
漢
文
の
文
法
書
『
支
那
文
典
』
等
が
あ
る
。
大
分
県
の
出
身
だ
が
、
明
治

二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
東
京
へ
出
て
『
古
事
類
苑
』
の
編
集
に
従
事
し
、
ま
た

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
は
道
徳
科
学
専
攻
塾
（
現
麗
沢
大
学
）
を
創
設
し
た（
22
）。

⑦
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
、
一
冊
（
第
一
回
〜
十
一
回
）（
23
）。

外
題
『
水

滸
傳
譯
觧
』、内
題『
水
滸
傳
譯
解
』。
内
容
が
第
十
一
回
ま
で
で
中
断
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
、
成
立
年
共
に
記
載
が
な
い
が
、
山
本
封
山
筆
、
近
世
中
期
頃
の
成
立
と
目

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
本
読
書
室
旧
蔵
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
24
）。

山
本
封
山
（
寛
保
二
／
一
七
四
二
―
文
化
十
／
一
八
一
三
）、
名
は
有
香
、
字

は
蘭
卿
、
通
称
中
郎
、
封
山
と
号
し
た
。
若
く
し
て
西
本
願
寺
に
勤
仕
し
、
第

十
八
世
宗
主
文
如
上
人
の
侍
読
と
な
る
。
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
、
退
職
す
る



六
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
九
号

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
墨
、
朱
に
よ
る
書
き
込
み
が
多
く
見
ら
れ
る
。

⑭
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
（
請
求
番
号
：923-1

②
）、
四
冊
（
巻
一
：
第

一
回
〜
十
回
、
巻
二
：
第
十
一
回
〜
二
十
九
回
、
巻
三
：
第
三
十
回
〜
六
十
七
回
、

巻
四
：
第
六
十
八
回
〜
百
二
十
回
）。
外
題
、
内
題
『
水
滸
傳
譯
解
』。
印
記
：「
廣

池
蔵
書
」「
昭
和
参
年
四
月
壹
日　

寄
贈　

廣
池
文
庫　

廣
池
千
九
郎
」「
黙
斎
」

⑮
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
（
請
求
番
号
：923-1

）、一
冊
（
第
一
回
〜
十
回
）。

外
題
、
内
題
『
水
滸
傳
譯
解
』。
印
記
：「
廣
池
蔵
書
」。

内
容
は
第
十
回
ま
で
で
中
断
し
て
い
る
。
⑭
と
大
変
近
似
し
た
内
容
を
持
っ
て

お
り
、
欄
外
に
見
え
る
細
か
な
書
き
込
み
等
も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
⑭
を
写
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。

次
の
表
は
以
上
十
五
部
の
講
義
録
の
情
報
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
各

講
義
録
に
つ
い
て
は
表
上
段
の
番
号
で
示
す
。
本
文
と
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

九
十
三
回
〜
百
二
十
回
）。
外
題
な
し
、
内
題
『
水
滸
傳
譯
』。
巻
之
五
を
除
く
五

冊
の
巻
頭
に
「
物
茂
卿
著
」
と
あ
る
。

⑫
九
州
大
学
附
属
図
書
館
逍
遥
文
庫
蔵
、
三
冊
（
第
一
回
〜
十
八
回
、
第
十
九
回

〜
四
十
五
回
、
第
四
十
六
回
〜
百
二
十
回
）。
外
題
な
し
、
内
題
『
水
滸
傳
譯
觧
』。

印
記
：「
逍
遥
文
庫　

宗
盛
一
氏
寄
贈
」。

逍
遥
文
庫
は
修
猷
館
教
授
宗
盛
年
（
文
政
七
／
一
八
二
四
―
明
治
三
十
七
／

一
九
〇
四
）
の
旧
蔵
書
。
亀
井
昭
陽
等
、
福
岡
を
代
表
す
る
儒
者
の
旧
蔵
書
を
多

数
含
み
、
経
史
子
集
を
網
羅
す
る（
27
）。

⑬
静
嘉
堂
文
庫
蔵
、
二
冊
（
一
二
：
第
一
回
〜
二
十
九
回
、
三
四
：
第
三
十
回
〜

百
二
十
回
）。
外
題
、
内
題
『
水
滸
伝
譯
解
』。
印
記
：「
松
井
氏
蔵
書
章
」「
浣
胃

書
屋
」

松
井
氏
は
明
治
か
ら
昭
和
初
頭
の
国
文
学
者
、
松
井
簡
治
（
文
久
三
／

一
八
六
三
―
昭
和
二
十
／
一
九
四
五
）。
上
田
万
年
と
『
大
日
本
国
語
辞
典
』
全

五
巻
を
編
集
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る（
28
）。

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
そ
の
蔵
書

が
静
嘉
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る（
29
）。

一
冊
目
の
表
紙
に
『
水
滸
伝
』
引
首
中
の
詩
、
表
紙
の
見
返
し
部
分
に
第

三
十
三
回
か
ら
の
引
用
が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
二
冊
目
の
表
紙
と
そ
の
見
返

し
部
分
に
は
、
清
代
の
好
色
小
説
『
肉
蒲
団
』
第
十
一
回
に
見
え
る
、
主
人
公
未

央
生
と
艶
芳
の
手
紙
の
内
容
が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る（
30
）。

⑤
と
同
様
、
現
在
は

二
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
蔵
書
印
等
か
ら
元
は
四
冊
（
第
一
回
〜
十
回
、

第
十
一
回
〜
二
十
九
回
、
第
三
十
回
〜
六
十
七
回
、
第
六
十
八
回
〜
百
二
十
回
）



六
九

『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て

表
一

外
題

冊
数

筆
記
者

成
立

所
蔵

備
考

①

水
滸
全
傳
譯
解

三

艮
斎

享
保
十
二
年

関
西
大
学
図
書
館

長
澤
文
庫

印
記
：「
蔦
廼
家
文
庫
」「
静

蔵
書
」

②

水
滸
傳
譯

二

澤
田
重
淵

江
戸

大
東
急
記
念
文
庫

印
記
：「
東
山
高
臥
」「
重
𣶒
」

③

水
滸
傳
解

二

不
明

不
明

東
京
大
学
文
学
部

国
語
研
究
室

内
題
『
南
関
先
生
水
滸
傳
解
』。

巻
末
に
「
水
滸
傳
鈔
譯
」、「
再
生
記
畧
」
あ
り
。

墨
書
、
朱
筆
書
入
が
多
く
、
書
入
中
に
「
明
治
十
六
年
」
〜
「
明
治

二
十
二
年
」
の
年
記
あ
り
。

④

水
滸
傳
譯
觧

二

不
明

不
明

京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所

印
記
：「
有
不
爲
齋
」「
□
山
樓
記
」

⑤

水
滸
傳
譯
解

一

不
明

不
明

国
立
国
会
図
書
館

印
記
：「
西
尾
文
庫
」「
文
峰
学
人
」「
永
根
氏
家
蔵
印
」

⑥

水
滸
傳
譯
觧

二

不
明

不
明

天
理
大
学
附
属

天
理
図
書
館

印
記
：「
廣
池
蔵
書
」「
昭
和
参
年
四
月
壹
日　

寄
贈　

廣
池
文
庫　

廣
池
千
九
郎
」

⑦

水
滸
傳
譯
觧

一

山
本
封
山
か

近
世
中
期
か

西
尾
市
岩
瀬
文
庫

第
一
回
〜
十
一
回
ま
で
。

⑧

水
滸
傳
譯
解 

一

不
明

不
明

関
西
大
学
図
書
館

長
澤
文
庫

印
記
：「
東
京
木
挽
町
五
丁
目 

吉 

高
嶋
」

⑨

水
滸
傳
譯
觧

三

不
明

不
明

慶
応
義
塾

図
書
館

⑩

水
滸
傳
譯
解 

二

不
明

不
明

関
西
大
学
図
書
館

長
澤
文
庫

⑪

な
し

内
題
：
水
滸
傳
譯

六

不
明

不
明

京
都
大
学
文
学
研
究
科

図
書
館

巻
之
五
以
外
の
巻
頭
に
「
物
茂
卿
著
」
と
あ
り
。

⑫

な
し

内
題
：
水
滸
傳
譯
觧

三

不
明

不
明

九
州
大
学
附
属
図
書
館

逍
遥
文
庫

修
猷
館
教
授
宗
盛
年
（
号
逍
遥
）
の
旧
蔵
。

⑬

水
滸
伝
譯
解

二

不
明

不
明

静
嘉
堂
文
庫

印
記
：「
松
井
氏
蔵
書
章
」「
浣
胃
書
屋
」

墨
書
、
朱
筆
書
入
が
多
い
。

⑭

水
滸
傳
譯
解

四

不
明

不
明

天
理
大
学
附
属

天
理
図
書
館

印
記
：「
廣
池
蔵
書
」「
昭
和
参
年
四
月
壹
日　

寄
贈　

廣
池
文
庫　

廣
池
千
九
郎
」「
黙
斎
」

⑮

水
滸
傳
譯
解

一

不
明

不
明

天
理
大
学
附
属

天
理
図
書
館

第
一
回
〜
十
回
ま
で
。

印
記
：「
廣
池
蔵
書
」



七
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
九
号

次
に
①
の
該
当
箇
所
を
挙
げ
る
。

第
五
十
一
回

既
是
出
レ
シ
テ
名ス

キ
ニ二

奈ス
ル

何
了
ル
他
一ヲ
只
是
一
怪

ウ
ラ
ミ
ハ 

出
名
ハ
ア
イ
テ
ニ
ナ
ル
コ
ト
也　

既
ニ
是
我
名
ヲ
出
シ
訴
ヘ
テ
心
マ
カ
セ
ニ

ナ
リ
タ
ル
ヲ
只
是
ウ
ラ
ミ
ハ
禁
子
也
ト
ナ
リ

第
五
十
六
回

將ヲ
ヲ
ツ
ケ
ニ

-

次-

死
セ
ン
ト
シ
テ　

第
六
十
一
回

若
二

賽カ
ケ
モ
ノ
ニ
ス
ル
意

錦
体
一
由
二
ン
ヤ
你
是
誰
一
ト
云
ニ
都
輸
二
与
ス
他
一　

賽
錦
体
ハ
ス
マ
フ
ト
リ
ヲ
云
也　

由
二
你
是
誰
一
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
ハ
イ

ハ
セ
テ
ヲ
カ
ヌ
ト
云
コ
ト
也　

一
説
若
二ハ
賽
錦
体
一ノ
由
你
是
誰
モ
都
テ

⑪
の
傍
線
部
で
は
内
容
に
「
脱
字
」「
落
字
」
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

⑪
は
直
接
講
義
を
受
講
し
て
筆
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
先
に
成
立
し
た
講
義
録

を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
①
と
比
較
す
る
と
、
訓
点
等
の

細
か
な
文
字
が
抜
け
て
は
い
る
が
、
大
き
な
脱
字
が
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

ま
た
、
同
本
に
は
終
盤
の
内
容
に
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
。
ま
ず
第
百
四
回
の

内
容
が
①
と
比
較
す
る
と
不
足
し
て
お
り
、
不
足
の
一
部
が
第
百
十
二
回
と
第

百
十
三
回
を
ま
と
め
た
「
百
十
二　

三
回
」
の
項
の
内
容
に
組
み
込
ま
れ
る
形
に

な
っ
て
い
る
。
次
に
①
と
⑪
が
百
四
回
と
百
十
二
三
回
（
①
は
百
十
三
回
）
の
項

※
こ
の
他
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
、

旧
大
阪
女
子
大
学
蔵
本
（
一
冊
）、
大
阪
天
満
宮
蔵
本
（
二
冊
）、
無
窮
会
図
書
館

蔵
本
（
四
冊
、
二
冊
）
等
が
確
認
出
来
る
が
未
見
。

三
、
成
立
に
つ
い
て

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
全
て
の
講
義
録
が
講
義
を
直
接
受
講
し
た
人

物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
例
え
ば
、
⑪
の
講
義
録
に
は
次
の
よ

う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
（
傍
線
は
私
に
付
し
た
。
ま
た
合
字
、
疊
字
は
該
当
す
る

仮
名
に
改
め
た
。
以
下
同
。）。

第
五
十
一
回

既
是
出
名
奈
何
了
他
只
是
一
怪ウ

ラ
ミ

　

  

出
名
ハ
ア
イ
テ
ニ
成
ル
コ
ト
也　

既
是
我
名
ヲ
出
シ
訴
ヘ
テ
心
マ
カ
セ
ニ
ナ

リ
タ
ル
ヲ
只
是
ウ
ラ
ミ
ハ
禁
子
シ
ト
也
○
此
ノ
解
不
詳
可
考
必
有
脱
字

第
五
十
六
回

將
次
死　

ヲ
ヲ
ツ
ケ
ニ
シ
ネ
カ
シ
ト
シ
テ
ト
也　

此
ノ
解
落
字
ア
リ

第
六
十
一
回

若
賽
錦
体
由
你
是
誰
ソ
ト
都
輸
二ス
与
他
一ニ

由
你
是
ー
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
ハ
云
セ
テ
ヲ
カ
ヌ
ト
云
コ
ト
也　

一
説
ニ

若
賽
ー
ー
ー
ー
由
你
ー
ー
モ
都
テ
○
此
ノ
処
落
字



七
一

『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て

で
取
り
上
げ
て
い
る
語
句
の
一
部
を
示
す
（
網
掛
け
を
し
た
語
句
は
①
の
百
四
回

と
⑪
の
百
十
二
三
回
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
二
重
枠
で
囲
ん
だ
部

分
は
①
の
百
十
四
回
に
見
え
る
語
句
で
あ
る
。）。

『
水
滸
伝
』
本
文
と
照
合
す
る
と
、
①
の
状
態
が
正
し
い
こ
と
が
確
認
出
来
る（
31
）。

⑪
で
は
「
百
十
二 

三
回
」
と
題
さ
れ
た
項
に
第
百
四
回
と
第
百
十
四
回
の
内
容
が

記
述
さ
れ
、
大
き
な
混
乱
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
受
講
し
た

内
容
を
そ
の
ま
ま
筆
記
し
て
こ
の
よ
う
な
形
に
な
る
と
は
考
え
づ
ら
く
、
⑪
が
筆

写
し
た
講
義
録
、
或
い
は
更
に
そ
の
祖
本
に
、
何
ら
か
の
問
題
が
生
じ
て
い
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
本
を
綴
じ
直
し
た
際
に
頁
の
順
番
を
誤
っ
た
等
の
要

因
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
⑪
に
似
た
状
態
が
⑨
に
も
見
ら
れ
、
二
つ
の
講
義
録
は

同
じ
祖
本
を
持
つ
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
⑨
と
⑪
に
は
他
に
も
共
通
す
る
特
徴
が
見

百十三回 百十二　三回
① ⑪

宜興小港 月老方纔旺相
扇圏胡鬚 恐怕行聘
腆起胸脯 做家的人
隨你們拿我三箇那那去 蛙
近来一冬 交拜合 等頂
准敵 姑丈
緝聽 煖房
縛做一串把大石頭墜定抛
在太湖裡 老嬤

砲籠 知趣去了
虎丘 羞恥
你我相傷 主腰児

恁般要緊
新房外又有嘴
他見老婆来得
怎 好々不知利害諢
没走一頭処
抱雞窠
瓦罐々
三層鉄甲如劈風一般過去
矛孝

百四回
① ⑪

…中略…
曾會過来 曾會過来
外公姓 外好姓
好記分 好記分
我説是姓生 我説是姓王
看子平的妙訣 看子平的妙訣
鋤頭般的脚 鋤頭般的脚
把貴造与小子推筭 把貴造与小子推筭
那里有這樣好八字 那里有這様好八字
紅 照臨 紅鸞照臨
夫 夫
適纔曽合過来 適纔曽合過来
銅盆鉄帚 銅盆鉄帚
作成小子喫盃喜酒
将機就機 将機就機

天實厭之
極妙的了
惶恐々々
看中意了對頭児
指望多説些聘金
月老方纔旺相
恐怕行聘
講過 家
都省
做家的人
捕蛙
交拜合𢀿等頂
姑丈
煖房
老嬤

知趣去了
過来人
慣家児
不害甚 羞耻
主腰児
莫要歪纏恁般要緊
新房外又有嘴
也笑得歪的一椿事児
他見老婆来得
怎 好々
不知利害
諢
没走一頭処
抱雞窠
同了黄達云々眼
欺慣了官兵没用
瓦罐云々

表二



七
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
九
号

年
間
に
京
阪
へ
赴
い
て
受
講
し
た
と
は
考
え
難
く
、
彼
の
没
年
か
ら
見
て
も
そ
の

可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る（
34
）。

お
そ
ら
く
は
後
に
講
義
録
を
抄
写
し
た
人
物

が
、
思
い
違
い
を
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
存
の
講
義
録
の
ほ
と
ん
ど
は
成
立
時
期
が
不
明
だ
が
、
筆
写
を
繰
り
返
し
て

成
立
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
す
で
に
失
わ
れ
た
講
義
録
も
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。

四
、
各
講
義
録
の
関
係
に
つ
い
て

次
に
本
文
の
異
同
か
ら
、
各
講
義
録
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
十
五

部
の
講
義
録
は
同
じ
講
義
か
ら
派
生
し
た
と
見
て
差
支
え
な
い
よ
う
に
思
え
る

が
、
詳
細
に
比
較
し
て
い
く
と
異
な
る
記
述
を
持
つ
項
目
が
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の

中
で
も
大
き
な
違
い
で
あ
り
、
講
義
録
の
成
立
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
問
題
と

な
る
、
岡
嶋
冠
山
に
関
係
す
る
部
分
を
見
て
い
き
た
い
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
冠

山
は
白
駒
に
先
行
す
る
唐
話
学
者
で
、
白
駒
の
唐
話
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る（
35
）。

解
説
中
の
冠
山
の
名
前
の
有
無
に
よ
っ
て
、

講
義
録
を
大
き
く
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
既
に
注
三
、四
所
引
の
拙
稿
で
い

く
つ
か
の
講
義
録
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
新
た
に
確
認
し
た
も
の
と
併
せ

て
、
次
に
各
講
義
録
の
例
と
、
該
当
部
分
の
本
文
、
日
本
語
訳
を
挙
げ
る（
36
）。

ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
⑨
が
よ
り
原
講
義
録
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、
①
以
外
に
は
白
駒
の
名
前
を
示
す
も
の
が
な
い
が
、
抄
写
に
よ
っ
て
伝

わ
っ
て
い
く
間
に
講
師
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
認
識
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
次
に
⑤
の
末
に
付
さ
れ
た
旧
蔵
者
に
よ
る
と
見
ら
れ

る
記
述
を
示
す（
32
）。

水
滸
傳
譯
解
一
百
廿　

未
知
誰
氏
所
觧
、
此
抄
本
先
堂
叔
弄
愚
翁
手
書
、
翁

損
舘
之
後
得
之
於
故
紙
堆
中
、
重
装
敬
貯
、
吁

駒
難
駐
人
與
物
非
也
、
為

之
涙

々
下
矣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

鉉
敬
識

こ
こ
か
ら
は
、
永
根
伍
石
（
鉉
）
の
お
じ
が
⑤
の
本
文
を
筆
記
し
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
が
、
伍
石
の
存
命
の
間
、
享
和
か
ら
天
保
の
頃
に
は
誰
の
訳
解
で
あ
る
の

か
不
明
の
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

③
は
「
南
関
先
生
」
と
い
う
白
駒
で
は
な
い
人
物
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

⑤
の
例
の
よ
う
に
に
講
師
が
不
明
に
な
っ
た
為
に
誤
っ
て
付
さ
れ
た
こ
と
が
疑
わ

れ
る
。
⑪
も
白
駒
で
は
な
く
「
物
茂
卿
」、
す
な
わ
ち
荻
生
徂
徠
（
寛
文
六
／

一
六
六
六
―
享
保
十
三
／
一
七
二
八
）
の
著
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
徂
徠
は

唐
話
学
習
の
必
要
性
を
提
唱
し
た
人
物
で
あ
り
、
岡
嶋
冠
山
を
講
師
と
し
て
招
い

て
唐
話
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
学
習
の
一
環
と
し
て
『
水

滸
伝
』
も
読
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
が（
33
）、

徂
徠
自
ら
『
水
滸
伝
』

を
百
二
十
回
分
講
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
仮
に
徂
徠
が
講
じ
た

も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
①
の
巻
末
の
記
載
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
或
い

は
白
駒
の
講
じ
た
も
の
を
徂
徠
が
筆
記
し
た
と
も
読
み
取
れ
る
が
、
徂
徠
が
享
保



七
三

『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て

何
九
叔
ガ
云
ブ
ジ
ニ
ワ
タ
ク
シ
ド
モ
ノ
到
処
ハ
ド
コ
ト
テ
モ
熱
ノ
出
ル
ヤ
ウ

ナ
イ
ヤ
ナ
処
ヘ
バ
カ
リ
マ
イ
ル
ガ
ツ
ト
メ
也
サ
ノ
ミ
ク
ラ
フ
ト
思
ハ
レ
ナ

⑮
該
当
箇
所
な
し
（
第
十
回
ま
で
の
為
）

【
本
文
】

何
九
叔
道
、
小
人
到
處
只
是
出
熱
、
娘
子
和
乾
娘
自
穩
便
齋
堂
裏
去
、
相
待

衆
隣
舍
街
坊
…

（
何
九
叔
、「
わ
た
く
し
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
世
話
を
焼
き
た
く
な
る
の
で
す
。

奥
さ
ん
と
お
ば
さ
ん
と
は
、
御
自
由
に
な
す
っ
て
、
待
合
所
で
ご
近
所
の
方

の
相
手
を
し
て
い
て
下
さ
い
。
…
」）

第
六
十
一
回
「
若
賽
錦
体
由
你
是
誰
都
輸
与
他
」

①
若
二

賽カ
ケ
モ
ノ
ニ
ス
ル
意

錦
体
一
由
二
ン
ヤ
你
是
誰
一
ト
云
ニ
都
輸
二
与
ス
他
一　

賽
錦
体
ハ
ス
マ
フ
ト
リ
ヲ
云
也　

由
二
你
是
誰
一
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
ハ
イ

ハ
セ
テ
ヲ
カ
ヌ
ト
云
コ
ト
也　

一
説
若
二ハ
賽
錦
体
一ノ
由
你
是
誰
モ
都
テ

②
若
二

賽カ
ケ
モ
ノ
ニ
ス
ル
意

錦
體
一ノ
由
二
ン
ヤ
你
ハ
是
レ
誰
一
ソ
ト
云
ニ
都
テ
輸
二
與
ス
他
一ニ

賽
錦
體
ハ
ス
マ
フ
ト
リ
ヲ
云　

由
二
你
カ
是-

誰
一
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
イ

ハ
セ
テ
ヲ
カ
ヌ
ト
云
コ
ト
也　

一
説
若
二ハ
賽
錦
軆
ノ
由
レル
你
ニ
是
誰
シ
モ
都
テ

云
々
冠
山
説

③
若
賽カ

ケ
モ
ノ
ニ
ス
ル
意

錦
體
由
二
你
是
誰
都
輸
與
他
一　

賽
錦
体
ハ
ス
マ
フ
ト
リ
ヲ
云　

由
你
是
誰
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
イ
ワ
セ
ラ

レ
タ
ト
イ
フ
事
也　

一
説
若
二
賽
錦
躰
一
由
你
是
誰
都
云
々
冠
山
説

④
若
二
賽カ
ケ
モ
ノ
ニ
ス
ル
意

-
錦-
體
一
由
二
ン
ヤ
你
ハ
是
レ
誰
一
ソ
ト
云
ニ
都
テ
輸-

與
ス
他
ニ　

賽
錦
体
ハ
ス
マ
フ
ト
リ
ヲ
云　

由
你
是
誰
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
イ
ハ
セ
テ

第
二
十
六
回
「
出
熱
」

①
出
熱　

ヤ
キ
バ
也　

到
処
ハ
何
ク
ニ
テ
モ
ヤ
キ
バ
シ
ヤ
ゾ

②
出
熱　

  
セ
ワ
ヤ
ク
コ
ト　

冠
山
ハ
ヤ
キ
ハ
也
到
処
何
ク
デ
モ
ヤ
キ
バ
ジ
ヤ
ト

云
ヘ
リ　

ア
ヤ
マ
リ
ナ
リ

③
出
熱　

  

世
話
ヤ
ク
事　

冠
山
ハ
焼
場
也
到
処
何
ク
テ
モ
ヤ
キ
バ
ジ
ヤ
ト
イ
ヘ

リ　

誤
リ
也

④
出
熱　

  

セ
ワ
ヤ
ク
コ
ト　

冠
山
ハ
ヤ
キ
ハ
也　

到
処
何イ

ク
ラ
モ
ヤ
キ
バ
ジ
ヤ

ト
云
ヘ
リ　

ア
ヤ
マ
リ
也

⑤
出
熱　

  

セ
ワ
ヤ
ク
コ
ト　

冠
山
ハ
ヤ
キ
バ
也
到
処
何
ク
ヲ
モ
ヤ
キ
バ
ジ
ヤ
ト

云
ヘ
リ　

ア
ヤ
マ
リ
ナ
リ

⑥
出
熱　

  

セ
ワ
ヤ
ク
ノ　

冠
山
ハ
ヤ
キ
バ
也　

到
処
何
ク
ヲ
モ
ヤ
キ
バ
シ
ヤ
ト

云
ヘ
リ　

ア
ヤ
マ
リ
ナ
リ

⑦
該
当
箇
所
な
し
（
第
十
一
回
ま
で
の
為
）

⑧
出
熱　

  

セ
ワ
ヤ
ク
コ
ト　

冠
山
ハ
ヤ
キ
ハ
也
到
処
何
ク
デ
モ
ヤ
キ
バ
ジ
ヤ
ト

云
ヘ
リ　

ア
ヤ
マ
リ
ナ
リ

⑨
出
熱　

ヤ
キ
バ
也
到
処
ハ
何
ク
ニ
テ
モ
ヤ
キ
バ
シ
ヤ
ソ

⑩
出
熱　

ヤ
キ
バ
也　

到○
○処
ハ
何
ニ
テ
モ
ヤ
キ
バ
ジ
ヤ
ソ

⑪
出
レ
熱 

ヤ
キ
バ
也　

到
処
ハ
イ
ヅ
ク
ニ
テ
モ
ヤ
キ
バ
ジ
ヤ
ソ
ト

⑫
出
熱　

ヤ
キ
バ
ナ
リ　

到
處
ハ
何
ニ
テ
モ
ヤ
キ
バ
ジ
ヤ
ソ

⑬
到ネン
コ
ロ
ニ
セ
ワ
ヤ
ク

處
出
レス
熱コト
ヲ

何
九
叔
カ
云
フ
ン
ニ
ワ
タ
ク
シ
ト
モ
ノ
到
処
ハ
ト
コ
ト
テ
モ
熱
ノ
出
ル
ヤ
ウ

ナ
イ
ヤ
ナ
処
ヘ
ハ
カ
ク
マ
イ
ル
カ
ツ
ト
メ
也
サ
ノ
ミ
ク
ラ
フ
ト
思
ハ
レ
ナ

⑭
到
處
出
レタ
ス
熱
ヲ　
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賽
錦
体
ハ
ス
マ
ウ
ト
リ
ヲ
云
ナ
リ　

由
二
你
カ
是
誰
一
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト

ハ
イ
ハ
セ
テ
ヲ
カ
ス
ト
云
コ
ト
也　

一
説
若
二
賽
ー
ー
一ノ
由
レ
你
ニ
是
誰
モ
都

ベ
テ

⑬
若
二

賽
カ
ケ
モ
ノ
ニ
ス
ル
コ
コ
ロ

錦
体
一
由
二
ン
ヤ
你
是
誰
一
ソ
ト
云
ニ
都
輸
二
与
ス
他
一ニ　

賽
錦
体
ハ
ス
マ
ウ
ト
リ
ヲ
云
也　

由
二
你
カ
是
誰
一
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
ハ

イ
ハ
セ
テ
ヲ
カ
ヌ
ト
云
コ
ト
也　

一
説
若
二ハ
賽
錦
体
一ノ
由
レル
你
ニ
是
誰
シ
モ
都
テ

⑭
若
二ク
賽
錦
体
一
由
二
ラ
ン
ヤ
你
是
レ
誰
一
レ
カ
云
ニ
都
テ
輸
二
与
ス
他
一ニ　

賽
錦
体
ハ
ス
マ
ウ
ト
リ
ヲ
云
也　

由
二
ン
ヤ
你
ガ
是
レ
誰
一
ト
ハ
サ
キ
ノ
相
手
ガ

你
カ
何
ホ
ド
ノ
モ
ノ
デ
有
フ
ゾ
ト
ア
ナ
ド
ラ
セ
云
ハ
セ
テ
ハ
ヲ
カ
ヌ
ト
云
コ

ト
也　

一
説
ニ
若
二キ
賽
錦
体
一ノ
由
レル
你
ニ
是
レ
誰
シ
モ
都
テ
輸
二
与
ス
他
一ヲ

⑮
該
当
箇
所
な
し

【
本
文
】

盧
俊
義
叫
一
箇
高
手
匠
人
、
與
他
刺
了
這
一
身
遍
體
花
繡
、
却
似
玉
亭
柱
上

鋪
着
軟
翠
、
若
賽
錦
體
由
你
是
誰
都
輸
與
他
、
…

（
盧
俊
義
が
名
人
上
手
に
い
い
つ
け
て
、
か
ら
だ
一
面
に
ほ
り
も
の
を
ほ
ら

せ
ま
し
た
が
、
玉
の
あ
ず
ま
や
の
柱
に
、
や
わ
ら
か
い
か
わ
せ
み
の
羽
を
し

き
つ
め
た
が
ご
と
く
、
錦
の
か
ら
だ
と
見
ま
が
う
ほ
ど
で
、
誰
で
あ
ろ
う
と

か
な
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
）

ま
た
、
②
に
は
第
二
回
に
冠
山
を
批
判
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

第
二
回

②
只
要
下
尋
レテ
人
ヲ

使
ツ
カ
フ
ヲ二

家
生
一ヲ

オ
ク
ト
云
コ
ト
也 

一
説
若
二ハ
賽
錦
躰
一ノ
由
レ
你
是
誰
シ
モ
都
テ
云
々
冠
山
説

⑤
若
二

賽カ
ケ
モ
ノ
ニ
ス
ル
意

錦
體
一ノ
由
二
ン
ヤ
你
ハ
是
レ
誰
一
ソ
ト
云
ニ
都
テ
輸
二
與
ス
他
一ニ

賽
錦
體
ハ
ス
マ
フ
ト
リ
ヲ
云　

由
二
你
カ
是-

誰
一
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
イ

ハ
セ
テ
ヲ
カ
ヌ
ト
云
コ
ト
也　

一
説
若
二ハ
賽
錦
軆
ノ
由
レル
你
ニ
是
誰
シ
モ
都
テ

云
々
冠
山
説

⑥
若
賽

カ
ケ
モ
ノ
ニ
ス
ル
コ
コ
ロ

錦
體
由
二ン
ヤ
你
是
誰
ソ
ト
ニ
テ
都
輸
與
他
一ニ　

賽
錦
體
ハ
ス
マ
フ
ト
リ
ヲ
云　

由
御
是
誰
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
イ
ハ
セ
テ

ヲ
タ
ト
云
コ
ト
也　

一
説
若
二
賽
ニ
錦
躰
一
由
レ
你
是
誰
都
云
云
冠
山
説

⑦
該
当
箇
所
な
し

⑧
若
二

賽
カ
ケ
モ
ノ
ニ
ス
ル
コ
コ
ロ

錦
體
一
由
二
你
ハ
是
誰
一
ト
云
ニ
都
テ
輸
二
與
ス
他
一ニ　

賽
錦
体
ハ
ス
マ
フ
ト
リ
ヲ
云　

由
二
你
是
誰
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
イ
ハ
セ

テ
ヲ
カ
ヌ
ト
云
コ
ト
也　

一
説
若
二ノ
賽
錦
體
一
由
レ
你
ニ
是
誰
シ
モ
都
テ
云
々

冠
山
説

⑨
若
三

賽
カ
ケ
モ
ノ
ニ
ス
ル
コ
コ
ロ

錦
体
由
二
ン
ヤ
你
是
誰
一
ソ
ト
云
ニ
都
輸
二
與
ス
他
一ニ　

賽
錦
体
ハ
マ
マ
ウ
ト
リ
ヲ
云
也　

由
二
你
是
誰
一
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
ハ
イ

ハ
セ
テ
ヲ
カ
ヌ
ト
云
コ
ト
也　

一
説
若
二
賽
ー
ー
一ノ
由
レル
你
ニ
是
誰
モ
都
テ

⑩
若
二

賽
カ
ケ
モ
ノ
ニ
ス
ル
コ
コ
ロ

錦
体
一
由
二
ン
ヤ
你
是
誰
一
ソ
ト
云
ニ
都
輸
二
与
ス
他
一ニ　

賽
錦
体
ハ
ス
マ
ウ
ト
リ
ヲ
云
也　

由
二
你
カ
是
誰
一
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
ハ

イ
ハ
セ
テ
ヲ
カ
ヌ
ト
云
コ
ト
也　

一
説
若
二ハ
賽
錦
体
一ノ
由
レル
你
ニ
是
誰
シ
モ
都
テ

⑪
若
賽
錦
体
由
你
是
誰
ソ
ト
都
輸
二ス
与
他
一ニ

由
你
是
ー
ト
ハ
你
ハ
是
誰
ソ
ヤ
ト
ハ
云
セ
テ
ヲ
カ
ヌ
ト
云
コ
ト
也　

一
説
ニ

若
賽
ー
ー
ー
ー
由
你
ー
ー
モ
都
テ
○
此
ノ
処
落
字

⑫
若
二
賽カケ
モ
ノ
ニ
ス
ル
意

錦
体
由
二
ン
ヤ
你
是
誰
一
ソ
ト
云
ニ
都
輸
二
與
ス
他
一ニ　



七
五

『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て

⑫
只
要
下
尋
レテ
人
使
二テ
家
生
一　

凡
吾
ス
キ
テ
好
コ
ト
ヲ
業
ト
ス
ル
寸
ハ
家
生
ト
云　

此
時
家
生
ハ
刺
鎗
使
捧

ナ
リ

⑬
只
要
尋人ヲ
レ

人
雇
フ
コ
ト

使
二
家-

生
一
云
　々

人
ニ
家
業
ヲ
サ
セ
ル

（
上
欄
・
朱
筆
）
家
生　

農
家
ニ
テ
男
女
ノ
家
来
カ
夫
婦
ニ
ナ
リ
其
主
ニ
テ

生
レ
タ
ル
子
ヲ
庭
子
ト
云
又
ソ
レ
カ
別
家
ヲ
持
テ
ハ
被
官
ト
云

⑭
只
要
下ス
尋
レテ
人
ヲ

使
セ
シ
メ
テ二
家-

生
一ヲ
云
　々

人
ニ
家
業
ヲ
サ
セ
ル

⑮
只
要
下ス
尋
レテ
人
ヲ

使
セ
シ
メ
テ二
家-

生
一ヲ
云
上々　

人
ニ
家
業
ヲ
サ
セ
ル

【
本
文
】

史
進
家
自
此
無
人
管
業
、
史
進
又
不
負
農
、
只
要
尋
人
使
家
生
、
較
量
鎗
棒

使
棒
也
…

（
史
進
の
家
で
は
、
以
後
、
財
産
管
理
を
す
る
人
も
な
い
上
に
、
史
進
は
百

姓
仕
事
に
精
出
そ
う
と
せ
ず
、
相
手
を
探
し
て
は
得
物
を
持
っ
て
槍
棒
の
試

合
を
す
る
ば
か
り
。
…
）

以
上
の
箇
所
に
冠
山
の
名
前
が
見
ら
れ
る
が
、
冠
山
に
よ
る
唐
話
辞
書
等
に
右

の
よ
う
な
解
説
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
例
に
冠
山
の
名
前

が
見
ら
れ
る
の
か
、
要
因
は
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
り
、
今
後
更
に
調
査
を
要
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
十
六
回
と
第
二
回
の
例
は
、
冠
山
の
名
前
の
有
無

だ
け
で
な
く
、
解
説
の
内
容
が
講
義
録
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
異
な
る
例
で
も
あ

る
。
お
そ
ら
く
近
世
期
の
白
話
研
究
者
の
中
で
も
解
釈
が
分
か
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
第
二
十
六
回
と
第
二
回
の
例
で
②
〜
⑥
、

⑦
が
記
し
て
い
る
解
釈
は
、
陶
山
南
濤
に
よ
る
解
釈
に
近
似
し
て
い
る（
37
）。

第
二

凡
吾
ス
キ
テ
好
コ
ト
ヲ
業
ト
ス
ル
寸
ハ
家
生
ト
云　

此
時
家
生
ハ
刺
レ

〈
金ヤ

リ
ヲ奉

〉
使
レ
捧
也
（
上
か
ら
朱
の
線
で
消
し
て
あ
る
）

（
上
欄
・
朱
筆
）
家
人
女
昏
配
所
生
之
子
謂
之
家
生　

冠
山
解
杜
撰
甚
矣

こ
の
項
に
冠
山
の
名
前
が
あ
る
の
は
②
の
一
斎
筆
記
の
も
の
だ
け
だ
が
、
こ
の

訂
正
後
の
内
容
を
書
く
も
の
は
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
二
回
「
家
生
」

①
只
要
下ス
尋
レ
人
使
二

家兵
具
ノ
コ
ト生

一
云
云
上　
　

人
ニ
家
□
□
サ
セ
ル　

打
太
刀
ニ
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
ヤ
ト
フ
テ
（「
尋
」
に
対
し
て
付
さ
れ
る
）

②
右
の
通
り

③
只
要
尋
人
使
二
家
生
一　

家
人
女
昏
配
所
生
之
子
謂
之
家
生

④
只
三
要
尋
レテ
人
ヲ
使
二
フ
ヲ
家
生
一ヲ　

家
人
男
女
昏
配
所
生
之
子
謂
之
家
生

⑤
只
要
下
尋
レテ
人
ヲ

使
ツ
カ
フ
テ二
家
生
一ヲ　

家
人
男
女
昏
配
所
生
之
子
謂
二
之
家
生
一

⑥
只
要
下
尋
レ
人
使
二
家
生
一　

家
人
女
昏
配
所
生
之
子
謂
之
家
生

⑦
只
要
下
尋
レテ
人
ヲ
使ツ
カ
フ二
家
生
一　

家
人
女
昏
配
所
生
之
子
謂
之
家
生

⑧
家
生　

凡
吾
ス
イ
テ
好
コ
ト
ヲ
業
ト
ス
ル
ヲ
家
生
ト
云

⑨
只
要
下
尋
レテ
人
使
二テ
家
生
一

凡
吾
ス
イ
テ
好
コ
ト
ヲ
業
ト
ス
ル
寸
ハ
家
生
ト
云　

此
時
家
生
ハ
刺
鎗
使
捧
也

⑩
只
要
下
尋
レテ
人
使
二テ
家
生
一ヲ　

凡
吾
ス
キ
テ
好
コ
ト
ヲ
業
ト
ス
ル
寸
ハ
家
生
ト
云　

此
時
家
生
ハ
刺
鎗
使
捧
也

⑪
只
要
尋
人
使
家
生　

凡
吾
ス
キ
タ
ル
コ
ト
ヲ
業
ト
ス
ル
寸
ハ
家
生
ト
云　

此
時
家
生
ハ
刺
鎗
使
捧
也
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回
の
②
や
⑬
の
例
の
よ
う
に
上
欄
に
後
か
ら
書
き
込
ま
れ
た
も
の
が
、
本
文
中
に

挿
入
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
き
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
冠
山
の
名
前
に
着
目
し
て
見
て
い
く
と
、
②
〜
⑥
が
常
に
冠
山
に

関
連
す
る
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
講
義
録
に
は
他
に
も
共
通
す

る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

ま
ず
②
③
④
⑥
は
全
て
第
一
〜
四
十
回
、
第
四
十
一
〜
百
二
十
回
の
二
冊
本
で

あ
り
、
⑤
も
元
は
こ
の
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
次
に
、
第
十
〜
十
四
回

ま
で
の
内
容
が
、
①
と
比
べ
る
と
不
足
し
て
い
る
。
以
前
注
四
所
引
の
拙
稿
で
①

艮
斎
筆
記
本
と
②
一
斎
筆
記
本
の
項
目
数
を
比
較
し
、
②
の
内
容
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
③
④
⑤
⑥
も
②
と
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
ま
た
⑦
も
第
十
回
、
十
一
回
の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
同
じ
特
徴
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
。
表
三
に
各
講
義
録
が
第
十
回
で
取
り
上
げ
て
い
る
語
句
を
示
す
。

（
講
義
録
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
る
語
句
の
順
番
が
僅
か
に
異
な
る
箇
所
が
あ
る
が
、

表
で
は
①
を
基
準
と
し
て
順
番
を
統
一
し
、
各
講
義
録
が
有
す
る
語
句
の
関
連
を

示
し
た
。
ま
た
、（　

）
内
に
示
す
語
句
は
講
義
録
の
本
文
中
で
は
な
く
上
欄
等

に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。）

表三
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

酒主児 酒主児 酒主児 酒主児 酒主児 酒主兒 酒主児 酒主兒 酒主兒 酒主児 酒主児 酒主兒 酒主児 酒主兒 酒主兒
陪話 陪話 陪話 陪話 陪話 陪話
陪 陪了 陪 陪 陪 陪

（撞見）
不着 不着 不着 不着 不着 不着

（好汁水）
迤

過賣 過賣
過賣順當

過賣
過賣順当 過賣順当

（過賣）
順當 順當 順當 順當 順當 順當 順當 順當 順當 順當 順當 順當

剌
（討銭） 討銭 討錢 （討銭） 討銭 討錢 （討銭）
生事 生事 生事
漿洗 漿洗 漿洗 漿洗 漿洗 漿洗 漿洗 漿洗 漿洗 漿洗 漿洗 漿洗

不順當 不順當 不順当
（不時間） 不時間 不時間 （不時間）不時間 不時間 （不時間）
本銭 本銭 本銭
（那箇人） 那箇人 那箇人 （那箇人）那箇人 那箇人
（這箇人） 這箇人 那箇人 （這箇人） 那箇人
副勧盤 勧盤 勧盤 勧盤 勧盤 勧盤 勧盤 副勸盤 副勧盤 副勧盤 副勧盤 副勧盤 勧盤 勧盤 勧盤
梭 梭 梭 梭 梭 梭 （ 梭也似）
湯桶 湯桶 湯桶 湯桶 湯桶 湯桶 湯桶 湯桶 湯桶 湯桶 湯桶 湯桶 湯桶 湯桶 湯桶
大姐 大姐 大姐 大姐 大姐 大姐
不 不 不 不※ 不 不 不 不※ 不 不 不 不 不 不 不

（訥出）
牙礙

摸不着 摸不着 摸不着 摸不着 摸不着 摸不着 摸不着 摸不着 摸不着 摸不着 摸不着 模不着 摸不着 摸不着 摸不着
帕子

逓與 逓與 逓與 逓與 逓与 逓與
低着頭 低着頭 低着頭 低着頭 低着頭 低着頭 低着頭 低着頭 低着頭
轉背 轉背 轉背 轉背 轉背 轉背 轉背 轉背 轉背



七
七

『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮
臨了 臨了 臨了 臨了 臨了 臨了 臨了 臨了 臨了 臨了 臨了 臨了 臨了 臨了 臨了
五短身材 五短身材 五短身材 五短身材 五短身材 五短身材 五短身材 五短身才 五短身材 五短身材 五短身材 五短身材 五短身材 五短身材 五短身材
沒甚― 沒甚― 沒甚― 沒甚― 沒甚― 沒甚髯鬚 沒甚髯鬚 沒甚髯鬚
潑賎賊 潑賎賊 潑賤賊 潑賎賊 潑賎賊 潑賤賊
消耗 消 消耗 消耗 消耗
一地裡 一地裡 一地裡 一地理 一地裡 （一地里）
常例銭 常例銭 常例錢 常例銭 常例銭 常例錢
只顧如此 只願如此 只顧如此 只顧如此 只顧如此 尺顧如此 只願如此 只願如此 只願如此 只顧如此 只顧如此 只願如此 只願如此 只顧如此 只顧如此
放子細便了 放仔細便了 放仔細便了 放仔細便了 放仔細便了 放仔細便了 放仔細便了 放子細 放子細便了 放子細便了 放子細便了 放子細便了 放仔細便了 放仔細便了 放仔細便了

交割 交割 交割 交割 交割 交割
差使

好是天王
堂

又好是天
王堂

又好是天
王堂

又好是天
王堂

又好是天
王堂

又好是天
王堂

又好是天
王堂

好是天王
堂

好是天王
堂

好是天王
堂

好是天王
堂

又好是天
王堂

又好是天
王堂

又好是天
王堂

不能殺
（過幾時）

工夫来 工夫来 工夫来 工夫来 工夫来 工夫来
就時 就時 就時 就時 就時 就時 就時 就時 就時 就時 就時 就時 就時 就時 就時

両扇
倉厫
匙
大葫蘆
一堆柴炭
云々生在

泥水匠 泥水匠 泥水匠 泥水匠 泥水匠 泥水匠 泥水匠 泥水匠 泥水匠 泥水匠 泥水匠 泥水匠 泥水匠 泥水匠 泥水匠
庇佑
籬笆

（露天裡）露天裡 露天裡 露天裡 露天裡 露天裡 露天裡 露天裡 露天裡 （露天裡）露天裡 露天裡 露天裡 露天裡 露天裡
接風 接風 接風 接風 接風 接風 接風 接風 接風

官
堆着一堆紙
團々看来

（ 鳥） （ 鳥） （ ）

搬開破壁 搬開破壁 搬開破壁 搬開破壁 搬開破壁 搬開破壁 搬開破壁 搬開破壁 攅開破壁 搬開破壁 攅開破壁 攅（搬）
開破壁 搬開破壁 搬開破壁 搬開破壁

（鑚） 鑚 鑚 （鑚） 鑚
必々剥々地 必々剥々地 必々剥々地 必々剥々地 必々剥々地 必々剥々地
拷 拷 　 拷 　 拷 　 拷 栲
争些児 争些児 争些兒 争些児 争些児 争些児
刮々雑々 刮々雑々 刮々雜々 刮々雑々 刮々雜々 刮々雜々
立地 立地 立地 立地 立地 立地 立地 立地 立地
條計好麼 條計好麼 條計好麼 條計好麼 條計好麼 條計好麼
没的推故 没得推故 没的推故 没的推故 没的推故
對付 對付 對付 對付 對付 對付
托人情去 托人情去 托人情去 托人情去 托人情去 托人情去 托人情去 托人情去 托人情去 托人情去 托人情去 托人情去 托人情去 托人情去 托人情去
説你的女
壻云云

説你的女
壻云々

説你的女
壻云云

説你的女
壻云々

説你的女
壻

説你的女
壻云云

央 央 央 央 央 央 （央 ）
早晩 早晩 早晩 早晩 早晩 早晩
回城裡去 城裏去 回城裡去 回城裡去 回城裡去 囘城裡去
再看一看 再看一看 再看一看

准定
再看一看
准定

再看一看
准定

再看一看
准定准定 准定 准定 准定 准定

肐察 肐察 肐察 肐察 肐察 肐察
嚇 嚇的 嚇 嚇 嚇 嚇
後心 後心 後心 後心 後心 後心
批 批 批 批 批 批 批 批胸 批 批 批 批 批 批
閣着 閣着 閣着 閣着 閣着 閣着 閣着 閣着 閣着 閣着 閣着 閣着 閣着 閣着 閣着
殺人可恕
云々

殺人可恕
情裏難容

殺人可恕
情裏難容

殺人可恕
情裏難容

殺人可恕
情裏難容

殺人可恕
情裏難容

殺人可恕
情裏難容

殺人可怨
云々

殺人可怒
云々

殺人可恕
云々 殺人可怒 殺人可怒

（恕）云云
殺人可怒
（恕）云云

殺人可恕
云云

殺人可恕
云云

鈎子 鈎子 鈎子 鈎子 鈎子 鈎子 鈎子 鈎子 鈎子
更次 更次 更次 更次 更次 更次
庄家 荘家 庄家 庄家 庄家 庄家
着 着 着 着 着 着 着 着 着 着 着 着 着 着 着

（挑）
回些酒 囘些酒 囘些酒 囘些酒 囘些酒 囘些酒 回些酒 回些酒 回些酒

瓮児 瓮児 瓮兒 瓮児 瓮兒 瓮兒 瓮児 瓮児 瓮児
輪流 輪流 輪流 輪流 輪流 輪流



七
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
九
号

更
に
、こ
の
②
〜
⑦
の
み
解
説
中
で
中
国
の
事
を「
西
土
」と
書
く
こ
と
が
あ
る
。

次
に
各
講
義
録
の
例
を
挙
げ
る
。

第
三
回
「
酒
樓
」（
以
下
見
出
し
語
は
省
略
。）

①
酒
ヤ
ノ
二
楷
也　

華
ニ
テ
ハ
今
ノ
茶
ヤ
ノ
如
ニ
テ
造
酒
ヤ　

即
茶
ヤ
也

②
酒
ヤ
ノ
二
楷
也　

西
土
ニ
テ
ハ
此
方
ノ
茶
ヤ
ノ
如
ニ
テ
造
酒
ヤ　

即
茶
ヤ
也

③
酒
屋
の
二
階
也　

西
土
に
て
此
方
茶
店
の
如
に
て
造
酒
や　

即
茶
屋
也

④
酒
屋
ノ
二
階
也　

西
土
ニ
テ
ハ
此
方
ノ
茶
屋
ノ
如
ク
ニ
テ
造
酒
ヤ　

即
茶
屋
也

⑤
酒
屋
ノ
二
階
ナ
リ　

西
土
ニ
テ
ハ
此
方
茶
屋
ノ
如
ニ
テ
造
酒
ヤ　

即
茶
屋
ナ
リ

⑥
酒
屋
二
階
ナ
リ　

西
土
ニ
テ
此
方
茶
ヤ
ノ
如
ニ
テ
造
酒
ヤ　

即
茶
屋
ナ
リ

⑦  

酒
屋
ノ
ニ
階
也　

西
土
ニ
テ
ハ
此
方
ノ
茶
店
ノ
如
ク
ニ
テ
造
リ
酒
ヤ　

即
茶

店
也

⑧
酒
ヤ
ノ
二
階
也　

華
ニ
テ
ハ
今
ノ
茶
ヤ
ノ
如
ニ
テ
造
酒
ヤ　

即
茶
ヤ
也

⑨
酒
ヤ
ノ
二
階
也　

華
ニ
テ
ハ
今
ノ
茶
ヤ
ノ
如
ニ
テ
造
酒
ヤ　

即
茶
ヤ
也

⑩
酒
ヤ
ノ
二
階
也　

華
ニ
テ
ハ
今
ノ
茶
ヤ
ノ
如
ニ
テ
造
酒
ヤ　

即
茶
ヤ
也

⑪
酒
店
ノ
二
階
也　

中
華
ハ
酒
造
ハ
只
今
ノ
茶
店
也

⑫
酒
ヤ
ノ
二
階
ナ
リ　

華
ニ
テ
ハ
今
ノ
茶
ヤ
ノ
如
ニ
テ
造
リ
酒
カ　

即
茶
ヤ
也

⑬
酒
ヤ
ノ
二
階
也　

華
ニ
テ
ハ
今
ノ
茶
ヤ
ノ
如
ク
ニ
テ
造
リ
酒
ヤ　

即
茶
ヤ
也

⑭
酒
ヤ
ノ
二
階
也　

華
ニ
テ
ハ
今
ノ
茶
ヤ
ノ
如
ク
ニ
テ
造
リ
酒
ヤ　

即
茶
ヤ
也

⑮
酒
ヤ
ノ
二
階
也　

華
ニ
テ
ハ
今
ノ
茶
ヤ
ノ
如
ク
ニ
テ
造
リ
酒
ヤ　

即
茶
ヤ
也

第
十
回
「
五
短
身
材
」

①  

中
華
ノ
尺
ミ
ヂ
カ
シ　

人
ノ
タ
ケ
五
尺
ハ
至
極
ヒ
キ
シ
―
ハ
五
尺
以
内
ノ
身

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

不勾 不勾
不勾休纏

不勾 不勾 不勾 不勾 不勾
休纏 休纏 休纏 休纏 休纏 休纏 休纏 休纏
没奈何回
些罷

没奈何回
些罷

没奈何囘
此罷

（没奈何
囘些罷）

（没奈何
回些罷）

没奈何囘
些罷

没奈何
些罷

没奈何回
些罷

没奈何回
些罷

没奈何囘
些羅

没奈何囘
些罷

没奈何回
些罷

没奈何回
些罷

没奈何回
些罷

弔在這里
捍 捍 捍 捍 捍一発上手 椑一発上手
（土坑） 土坑 土坑 （土坑） 土坑 土坑 土坑 土坑 土坑

椰瓢 （椰瓢）
一會

一発上手 一 上手 一發上手 一 上手 一發上手 一 上手 一 上手 一 上手 一発上手 一発上手 一発上手 一発上手
蓼兒 内



七
九

『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て

尺
以
内
ノ
身
体

⑮  

中
華
ノ
尺
ミ
ヂ
カ
シ　

人
ノ
タ
ケ
五
尺
ハ
シ
ゴ
ク
ヒ
ク
キ
也　

云
云
ト
ハ
五

尺
以
内
ノ
身
体

②
〜
⑦
で
は
中
国
を
指
す
名
称
と
し
て
、他
講
義
録
に
見
ら
れ
る
「
中
華
」「
華
」

に
加
え
て
、
右
に
挙
げ
た
「
西
土
」
を
使
う
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用

箇
所
は
一
致
し
て
い
る
。
偶
然
と
は
考
え
が
た
く
、
共
通
す
る
祖
本
が
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

以
下
こ
れ
ら
六
部
を
②
グ
ル
ー
プ
と
呼
び
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
継
承
関
係
を
検

討
し
た
い
。四

‐
ａ
、
②
グ
ル
ー
プ
内
の
継
承

さ
て
、
②
グ
ル
ー
プ
内
で
は
ど
れ
が
最
も
早
い
も
の
（
原
講
義
録
に
近
い
内
容

を
持
つ
も
の
）
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
に
取
り
上
げ
た
第
二
回
「
家
生
」
の
例
で
は
、
③
〜
⑦
は
②
で
一
斎
が
後
か

ら
朱
筆
で
書
き
込
ん
だ
部
分
の
み
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
前
に
線
を
引
い
て
取

り
消
し
た
部
分
は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
想
定
さ
れ
る
状
況
は
、
他

の
講
義
録
が
一
斎
の
訂
正
後
を
受
け
継
い
だ
、
或
は
そ
の
逆
で
一
斎
が
他
の
講
義

録
を
見
て
訂
正
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
可
能
性
が
高
い
の
か
、
次

に
一
斎
の
他
の
訂
正
部
分
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
参
考
と
し
て
①
の
該
当
部

分
を
挙
げ
る
。

材
也

②  
西
土
ノ
尺
ミ
ヂ
カ
シ　

人
ノ
タ
ケ
五
尺
ハ
至
極
ヒ
キ
シ
―
ハ
五
尺
以
内
ノ
身

材
也

③
西
土
の
尺
短
し　

人
長
五
尺
と
い
ふ
ハ
至
極
低
キ
也　

五
尺
以
内
身
材
也

④  

西
土
ノ
尺
ミ
ヂ
カ
シ　

人
ノ
長
五
尺
ト
云
ハ
至
極
ヒ
キ
キ
也　

五
ー
ー
五
尺

以
内
ノ
身
材
也

⑤  

西
土
ノ
尺
ミ
ヂ
カ
シ　

人
ノ
長
五
尺
ト
云
ハ
至
極
ヒ
キ
キ
也　

五
短
五
尺
以

内
ノ
身
材
也

⑥  

西
土
ノ
尺
ミ
チ
カ
シ　

人
長
五
尺
ト
云
ハ
至
極
ヒ
キ
キ
也　

五
尺
以
内
身
材

⑦  

西
土
ノ
尺
ミ
ヂ
カ
シ　

人
ノ
長
五
尺
ト
云
ハ
至
極
ヒ
キ
キ
也　

五
ー
ー
ー
ハ

五
尺
以
内
ノ
身
材
也

⑧
中
華
ノ
尺
ミ
ヂ
カ
シ　

人
ノ
タ
ケ
五
尺
ハ
至
極
ヒ
ク
シ　

五
尺
以
内
ノ
身
材
也

⑨  

中
華
ノ
シ
ヤ
ク
ミ
ヂ
カ
シ　

人
ノ
タ
ケ
五
尺
ハ
至
極
ヒ
キ
シ　

ー
ー
ハ
五
尺

以
内
ノ
身
材
ナ
リ

⑩  

中
華
ノ
尺
ミ
ヂ
カ
シ　

人
ノ
タ
ケ
五
尺
ハ
至
極
ヒ
キ
シ　

ー
ハ
五
尺
以
内
ノ

身
材
也

⑪  

中
華
ノ
尺
短
キ
ユ
ヘ
人
ノ
長
五
尺
ハ
シ
ゴ
ク
短
シ　

五
ー
ー
ハ
五
尺
以
内
ノ

身
体
也

⑫  

中
華
ノ
尺
ミ
ヂ
カ
シ　

人
ノ
タ
ケ
五
尺
ハ
至
極
ヒ
キ
シ　

ー
ー
ハ
五
尺
以
内

ノ
身
材
ナ
リ

⑬  

中
華
ノ
尺
ミ
ヂ
カ
シ　

人
ノ
タ
ケ
五
尺
ハ
シ
ゴ
ク
ヒ
キ
キ
也　

云
々
ト
ハ
五

尺
以
内
ノ
身
体

⑭  

中
華
ノ
尺
ミ
ヂ
カ
シ　

人
ノ
タ
ケ
五
尺
ハ
シ
ゴ
ク
ヒ
キ
キ
也　

云
云
ト
ハ
五



八
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
九
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し
た
の
か
、
逆
に
③
〜
⑦
を
見
て
一
斎
が
訂
正
し
た
の
か
、
ど
ち
ら
の
可
能
性
も

否
定
は
出
来
な
い
が
、
②
が
本
来
原
講
義
録
の
①
に
近
い
内
容
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
、
七
十
回
本
の
利
用
の
仕
方
に
注
目
す
る
と
や
は
り
②
の
内
容
が
最
も
早

い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

第
二
十
八
回
「
斯
」

②
一
作　
　
　

肉
ヲ
ム
シ
リ
サ
キ
ワ
ケ
ル
也　

（
上
欄
）  

詩
云

以
斯
之
是
此
斯
字
出
處
也　

第
五
才
子
本
注
也　

俗
本
作
撕
字

③  

作　
　
　

肉
ニ
ム
シ
リ
サ
キ
ワ
ケ
ル
な
り　

詩
ニ
云

以
斯
之
是
此
斯
字
出

處
也　

第
五
才
子
本
注
也　

俗
本
作
撕
字

④  

一
作　
　
　

肉
ヲ
ム
シ
リ
サ
キ
ワ
ク
ル
也　

詩
云

以
斯
之
是
此
斯
字
出
處

也　

第
五
才
子
本
注
也　

俗
本
作
撕
字

⑤  

一
作　
　
　

肉
ヲ
ム
シ
リ
サ
キ
ワ
ク
ル
ナ
リ　

詩
ニ
云

以
斯
之
是
此
斯
字

出
處
也　

第
五
才
子
本
注
也　

俗
本
作
撕
字

⑥  

作　
　
　

肉
ヲ
ム
シ
タ
カ
キ
ワ
タ
ル
ナ
リ　

詩
云

以
斯
之
是
此
斯
字
出
處

也　

第
五
才
子
本
注
也　

俗
本
作
撕
字

⑦
該
当
箇
所
な
し

※
①
肉
ヲ
ム
シ
リ
サ
キ
ワ
ケ
ル
也　

撕
ト
同
シ

第
二
十
八
回
「
斯
」
の
例
で
は
、
②
は
本
文
で
は
な
く
そ
の
上
欄
に
「
第
五
才

子
本
」、
す
な
わ
ち
『
水
滸
伝
』
の
七
十
回
本
の
注
を
引
く
が
、
③
〜
⑥
は
最
初

か
ら
本
文
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
回
「
排
行
第
二
」

②  
排
ハ
ナ
ラ
ブ
列
也　

兄
弟
ノ
坐
ス
ル
モ
嫡
子
ヨ
リ
上
ニ
ナ
ラ
ビ
次
子
二
バ
ン

メ
ニ
ナ
ラ
ブ
ユ
ヘ
排
行
ト
云
（
上
か
ら
線
で
消
す
）

（
朱
筆
）
昭
穆
ヲ
以
云

③
昭
穆
ヲ
以
云

④
昭
穆
ヲ
以
云

⑤
昭
穆
ヲ
以
云

⑥
昭
穆
ヲ
以
テ
云

⑦
昭
穆
ヲ
以
テ
云

※
①  

排
ハ
ナ
ラ
ブ
列
也　

兄
弟
ノ
坐
ス
ル
モ
嫡
子
ヨ
リ
上
ニ
ナ
ラ
ビ
次
子
二
バ

ン
メ
ニ
ナ
ラ
ブ
ユ
ヘ
排
行
ト
云

第
二
十
四
回
「
鬼
打
更
」

②
時
分
ヲ
シ
ラ
セ
ル
ト
云
意
ヲ
ト
ル
（
上
か
ら
線
で
消
す
）

○
鬼
ハ
竆
ー
ヒ
ン
ホ
ウ
神
大
コ
ウ
ツ
サ
ン
ス
イ
ナ
ル
コ
ト

③
鬼
ハ
竆
―
ビ
ン
ホ
ウ
神　

太
鼓
ウ
ツ　

サ
ン
ス
イ
ナ
ル
コ
ト

④
鬼
ハ
竆
ー
ヒ
ン
ホ
ウ
神
大
コ
ウ
ツ
サ
ン
ス
イ
ナ
ル
コ
ト

⑤
鬼
ハ
竆
ー
ビ
ン
ホ
ウ
神
大
コ
ウ
ツ
サ
ン
ス
イ
ナ
ル
コ
ト

⑥
鬼
ハ
竆
ー
ヒ
ン
ボ
ウ
神
大
コ
ウ
ツ
サ
ン
ス
イ
ナ
ル
コ
ト

⑦
該
当
箇
所
な
し

※
①
時
分
ヲ
シ
ラ
セ
ル
ト
云
意
ヲ
ト
ル

②
を
筆
記
し
た
一
斎
が
後
か
ら
訂
正
し
、
そ
れ
を
他
の
筆
記
者
が
見
て
書
き
写



八
一

『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て

誰
都
輸
与
他
」
の
項
目
に
冠
山
の
名
前
が
見
え
、
第
二
回
「
家
生
」
は
一
斎
の
訂

正
前
の
解
説
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
原
講
義
録
と
②
の
継
承
の
間
の
内
容
を
伝
え

る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
表
三
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
よ

う
に
、
第
一
回
か
ら
第
二
十
回
ま
で
の
内
容
が
他
の
講
義
録
に
比
べ
て
非
常
に
多

い
。
要
因
は
不
明
で
あ
る
が
、
頁
に
空
白
も
多
い
こ
と
か
ら
、
他
の
水
滸
辞
書
や

講
義
録
の
内
容
も
交
ぜ
な
が
ら
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
第

二
十
一
回
以
降
は
②
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
持
つ
。

⑨
と
⑪
に
同
様
の
問
題
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
三
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ

る
。
更
に
共
通
す
る
点
と
し
て
、
第
二
十
五
回
の
後
に
本
編
に
よ
く
出
て
く
る
人

物
呼
称
等
の
語
を
ま
と
め
た
単
語
集
の
よ
う
な
も
の
が
付
さ
れ
て
い
る
。
①
の
講

義
録
で
は
、
巻
頭
に
『
水
滸
伝
』
各
回
に
見
ら
れ
る
「
常
言
」（
通
俗
的
な
こ
と

わ
ざ
）
と
、こ
の
単
語
集
が
付
さ
れ
て
い
る
。
他
に
常
言
が
見
ら
れ
る
の
は
⑧
（
巻

末
）
⑩
（
巻
頭
）、
単
語
集
は
⑨
⑩
⑪
⑫
（
い
ず
れ
も
第
二
十
五
回
の
後
）
に
見

ら
れ
る
。

ま
た
、
①
⑨
⑩
⑫
に
は
第
九
十
二
回
に
「
五
六
葉
上
八
字
ツ
ツ
入
チ
ガ
イ
ア
リ

其
心
ヲ
以
テ
ミ
ル
ヘ
シ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
講
義
で
使
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の

状
態
を
伝
え
て
い
る
。
第
九
十
二
回
の
講
義
で
底
本
と
な
っ
た
の
は
古
い
系
統
の

百
二
十
回
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
に
現
存
し
て
い
る
も
の
に
は
、
該

当
頁
の
八
字
目
と
九
字
目
の
間
に

間
が
開
い
て
い
る
も
の
や（
39
）、

上
か
ら
八
字

目
ま
で
の
箇
所
を
補
修
し
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
る（
40
）。

現
存
す
る

版
本
が
白
駒
が
使
用
し
た
も
の
と
同
本
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
状
態
か
ら
は
白
駒
が
使
用
し
た
も
の
に
も
何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と

が
推
定
さ
れ
る
。
同
時
に
、
こ
の
記
述
の
あ
る
講
義
録
は
直
接
の
受
講
者
が
書
い

日
本
に
お
け
る
七
十
回
本
の
流
布
は
、
白
駒
が
講
義
に
利
用
し
た
百
回
本
や

百
二
十
回
本
よ
り
も
遅
く
、宝
暦
以
降
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
38
）。

そ
の
た
め
、

③
〜
⑥
は
七
十
回
本
の
内
容
を
外
側
に
書
き
込
む
②
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

中
で
も
特
に
④
は
七
十
回
本
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
④
は

第
一
回
を
「
楔
子
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
七
十
回
本
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
七
十
回
本
は
百
二
十
回
本
を
基
に
、
第
七
十
一
回
で
物
語
が

終
わ
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
終
回
を
「
第
七
十
回
」
に
す
る

た
め
に
第
一
回
を
「
楔
子
」
と
し
、
他
版
本
の
第
二
回
の
内
容
を
「
第
一
回
」
と

し
て
い
る
。
④
も
他
講
義
録
の
第
二
回
を
第
一
回
と
数
え
、
第
二
十
三
回
ま
で
は

七
十
回
本
の
よ
う
に
一
回
分
ず
れ
た
見
出
し
が
付
さ
れ
る
が
、
第
二
十
四
回
以
降

は
他
講
義
録
と
同
じ
数
え
方
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
①
を
原
講
義
録
と
位
置
付
け
る
と
、
そ
れ
に
近
い
②
が
②

グ
ル
ー
プ
の
中
で
は
最
も
早
く
、
③
〜
⑥
は
②
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
内
容
を
伝

え
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑦
は
内
容
が
少
な
い
た
め
十
分
な
検
討
が
難

し
い
が
、
一
斎
の
朱
筆
書
き
込
み
等
と
の
関
係
か
ら
、
③
〜
⑥
に
準
じ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。

四
‐
ｂ
、
そ
の
他
の
講
義
録
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
②
グ
ル
ー
プ
を
除
く
九
部
の
講
義
録
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
試
み

た
い
。

⑧
は
先
に
挙
げ
た
第
二
十
六
回
「
出
熱
」
と
第
六
十
一
回
「
若
賽
錦
体
由
你
是
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京
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第
六
十
九
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に
つ
い
て
推
測
さ
れ
る
継
承
関
係
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。図

は
今
回
の
調
査
の
範
囲
で
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
成
立
時
期
で

は
な
く
あ
く
ま
で
本
文
の
関
係
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
述
の
よ

う
に
、
特
に
⑩
⑫
と
原
講
義
録
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
修
正
を
要
す
る
可
能

性
が
あ
る
。お

わ
り
に

以
上
『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
成
立
と
そ
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。

不
明
確
な
部
分
は
多
い
も
の
の
、
各
講
義
録
の
検
討
を
通
し
て
成
立
の
一
面
を
窺

い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
四
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
講
義
録
十
五
部
の
間
に
は
異

同
が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
筆
記
者
、
或
い
は
後
の
所
有
者
が
、
他
で
得
た
情

報
や
自
ら
の
解
釈
を
書
き
加
え
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。
各
講
義
録
を
系
統
付
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
近
世
中
期
以
降
進
め
ら
れ
て

き
た
『
水
滸
伝
』
研
究
の
実
態
が
、
よ
り
具
体
的
に
浮
か
び
上
が
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
現
在
確
認
出
来
る
印
記
か
ら
は
、
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍

し
た
漢
学
者
、
国
文
学
者
ら
が
こ
の
講
義
録
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、

白
駒
が
享
保
年
間
に
行
っ
た
講
義
が
後
世
に
至
る
ま
で
広
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。
今
後
は
各
講
義
録
の
成
立
後
の
使
用
に
も
注
目
し
、
白

駒
の
講
義
を
起
点
と
し
た
白
話
小
説
研
究
に
つ
い
て
追
究
し
て
い
き
た
い
。

た
も
の
に
近
い
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。

⑩
⑫
は
右
の
よ
う
な
特
徴
の
他
、
表
三
に
も
見
え
る
よ
う
に
①
に
大
変
近
似
し

た
内
容
を
持
っ
て
お
り
、
原
講
義
録
か
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
し
か
し
、
第
二
回
「
家
生
」
の
解
説
が
①
と
は
っ
き
り
と
異
な
っ
て
い
る
こ

と
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
①
と
は
別
の
受
講
者
に
よ
る
原
講
義
録
を
写
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
⑩
⑫
の
二
部
と
原
講
義
録
の
関
係
に
つ
い
て
は
更
に
調
査
を
進
め
た

い
。⑬

⑭
⑮
は
表
三
で
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
似
た
内
容
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
⑬
は

本
来
⑭
と
同
じ
箇
所
で
分
か
れ

る
四
冊
本
で
あ
っ
た
こ
と
も
窺

わ
れ
る
。
現
在
確
認
、
想
定
さ

れ
る
綴
じ
方
は
筆
記
者
で
は
な

く
後
の
所
有
者
に
よ
っ
て
い
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
②

グ
ル
ー
プ
で
共
通
の
特
徴
と
し

て
見
ら
れ
た
こ
と
に
鑑
み
れ

ば
、
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
⑮
が
⑭
を
写
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
先
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

不
明
確
な
部
分
も
あ
る
が
、

十
五
部
の
『
水
滸
伝
』
講
義
録

継承図



八
三

『
水
滸
伝
』
講
義
録
の
継
承
に
つ
い
て

館
に
よ
る
近
代
書
誌
・
近
代
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
拠
っ
た
。http://school.nijl.

ac.jp/kindai/O
SO

N
/O

SO
N

-00321.htm

）

（
19
）  

長
澤
規
矩
也
『
古
今
蔵
書
家
印
記
』
五
十
一
（
渡
辺
守
邦
『（
影
印
改
編
）
古
今

蔵
書
家
印
記
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究
報
告
第
十
号
／
国
文
学
研
究
資

料
館
／
一
九
八
九
）
に
「
永
根
氏
家
蔵
印
」
が
掲
載
さ
れ
、
永
根
伍
石
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）  『
国
書
人
名
辞
典
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
／
一
九
九
六
）

（
21
）  

石
崎
又
造
「
水
滸
傳
の
異
本
と
其
の
國
譯
本
（
三
）」（『
圖
書
館
雜
誌
』
第
二
十
八

年
第
三
號
／
社
団
法
人
日
本
圖
書
館
協
會
／
一
九
三
三
）。

（
22
）  

廣
池
千
九
郎
に
つ
い
て
は
、
廣
池
千
九
郎
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
廣
池
千
九
郎

に
つ
い
て
」（https://w

w
w

.hiroike-chikuro.jp/aboutchikuro

）、『
講
談
社
日

本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
／
二
〇
〇
一
）
を
参
照
。

（
23
）  

国
文
学
研
究
資
料
館
が
公
開
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
て
確
認
（http://base1.

n
ijl.ac.jp

/iview
/F

ram
e.jsp

?D
B

_ID
=

G
0003917K

T
M

&
C

_C
O

D
E

=0214-
11403

）。

（
24
）  

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。（https://trc-adeac.trc.

co.jp/W
J11C0/W

JJS02U
/2321315100

）

（
25
）  

遠
藤
正
治
編
『
読
書
室
２
０
０
年
史
』（
山
本
読
書
室
／
一
九
八
一
）

（
26
）  

大
塚
秀
高
「
写
字
台
文
庫
と
佐
伯
文
庫
―
馬
廉
と
澤
田
一
齋
」（『
ナ
オ
・
デ
・
ラ
・

チ
ー
ナ
』
第
八
号
／
二
〇
〇
五
）。

（
27
）  

山
根
泰
志
「
中
央
図
書
館
所
蔵 

近
藤
文
庫
に
つ
い
て 

： 

幕
末
明
治
期
漢
学
者
旧
蔵

書
群
」（
二
〇
〇
九
年
に
行
わ
れ
た
九
州
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
文
物
講
習
会
第

十
七
回
配
布
資
料
に
よ
る
。）

（
28
）  『
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
／
二
〇
〇
一
）。

（
29
）  
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。（h

ttp
://w

w
w

.seik
ad

o
.o

r.jp
/

about/seikadoubunko.htm
l

）

（
30
）  
近
世
期
に
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
和
刻
本
の
影
印
を
参
照
し
た
（
太
田
辰
夫
・
飯
田

吉
郎
編
『
中
国
秘
籍
叢
刊
』
本
文
篇
下
巻
／
汲
古
書
院
／
一
九
八
七
）。
ま
た
東

京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
雙
紅
堂
文
庫
に
は
別
本
（
写
本
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
と

は
一
致
し
な
い
部
分
が
あ
る
。

注（
１
）  
高
島
俊
男
『
水
滸
伝
と
日
本
人
』
第
一
部
第
五
章
（
筑
摩
書
房
／
二
〇
〇
六
／
初

出
『
水
滸
伝
と
日
本
人
―
江
戸
か
ら
昭
和
ま
で
』
大
修
館
書
店
／
一
九
九
一
）。

（
２
）
注
一
高
島
氏
。

（
３
）  『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
三
号
（
京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会
／
二
〇
一
五
）。

（
４
）  『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
四
号
（
京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会
／
二
〇
一
六
）。

（
５
）  『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
十
三
集
（
汲
古
書
院
／
一
九
七
六
）。

（
６
）  

檜
垣
里
美
「
岡
白
駒
年
譜
」（『
小
説
三
言
』
所
収
／
ゆ
ま
に
書
房
／
一
九
七
六
）。

（
７
）
注
一
高
島
氏
。

（
８
）  

拙
稿
『『
水
滸
傳
譯
解
』
に
み
る
岡
白
駒
の
『
水
滸
傳
』
研
究
―
そ
の
使
用
版
本

か
ら
』（『
東
方
学
』
第
百
三
十
一
輯
／
東
方
学
会
／
二
〇
一
六
）。

（
９
）  

注
八
拙
稿
。

（
10
）  

成
立
は
『
大
東
急
記
念
文
庫
書
目
』（
大
東
急
記
念
文
庫
編
／
一
九
五
五
）
に
拠
っ

て
示
し
た
。

（
11
）  

徳
田
武
「
邦
人
漢
文
小
説
俯
瞰
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
三
『
漢
文
小

説
集
』
所
収
／
岩
波
書
店
／
二
〇
〇
五
）。

（
12
）  

注
四
拙
稿
。

（
13
）  

梅
谷
文
夫
・
水
田
紀
久
夫
『
富
永
仲
基
研
究
』
一-
Ⅵ
（
和
泉
書
院
／

一
九
八
四
）。

（
14
）  

大
坂
三
津
寺
町
に
住
む
医
者
で
あ
り
、
絵
及
び
篆
刻
を
持
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。（
石
崎
又
造
著
『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文
學
史
』
第
四
章
第
三

節
／
清
水
文
堂
書
房
／
一
九
六
七
）

（
15
）  『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
三
集
（
汲
古
書
院
／
一
九
七
〇
）。

（
16
）  

慶
応
義
塾
大
図
書
館
蔵
本
。
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
が
公
開
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル

画
像
に
よ
っ
て
参
照
し
た
。（h

ttp
://k

o
sm

o
s-ex

t.lib
.k

eio
.ac.jp

/V3/glp
_

m
enu2.php?d=001965738

）

（
17
）  

伊
藤
介
夫
に
つ
い
て
は
湯
浅
邦
弘
編
著『
増
補
改
訂
版
懐
徳
堂
事
典
』第
四
章「
三
、

懐
徳
堂
の
交
友
・
門
人
」（
大
阪
大
学
出
版
会
／
二
〇
一
六
）
を
参
照
。

（
18
）  「
有
不
為
斎
文
庫
御
蔵
書
入
札
目
録
』
第
四
、二
十
五
頁
下
段
に
「
水
滸
傳
譯
解　

寫
二
冊
」
と
あ
る
。（
大
阪
大
学
付
属
図
書
館
小
野
文
庫
蔵
。
国
文
学
研
究
資
料



八
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
九
号

（
31
）  『
水
滸
伝
』
百
二
十
回
本
（『
李
卓
吾
先
生
批
點
忠
義
水
滸
傳
』
／
神
山
閏
次
氏
旧

蔵
／
東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
）
を
使
用
し
確
認
し
た
。

（
32
）  

注
二
十
一
石
崎
氏
前
掲
論
文
で
も
こ
の
跋
文
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
句
点
は

石
崎
氏
を
参
考
に
私
に
付
し
た
。
尚
、
注
三
拙
稿
で
こ
れ
を
「
鉉
敬
」
に
よ
る
も

の
と
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
33
）  

注
十
四
石
崎
氏
。

（
34
）  

徂
徠
の
享
保
年
間
の
動
向
に
つ
い
て
は
平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』（
平
凡

社
／
一
九
八
四
）
を
参
照
し
た
。

（
35
）  

注
三
拙
稿
で
白
駒
の
講
義
中
に
見
ら
れ
る
冠
山
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

（
36
）  

本
文
は
百
二
十
回
本
（
注
三
十
一
。
た
だ
し
四
回
ま
で
欠
け
て
い
る
た
め
、
第
二

回
は
『
李
卓
吾
先
生
評
水
滸
全
書
』
／
徳
山
藩
毛
利
元
次
旧
蔵
／
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
を
使
用
）、
日
本
語
訳
は
吉
川
幸
次
郎
・
清
水
茂
訳
『
完
訳
水
滸
伝
』（
岩
波
書

店
／
一
九
九
八
―
一
九
九
九
）
を
参
照
し
た
。

（
37
）  

注
三
拙
稿
。

（
38
）  

白
木
直
也
「
和
刻
本
忠
義
水
滸
傳
の
研
究
」（『
水
滸
伝
諸
本
の
研
究
そ
の
四
』
／

一
九
七
〇
）。

（
39
）  

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
二
種
（
徳
山
藩
毛
利
元
次
旧
蔵
本
、
高
辻
本
）。

（
40
）  

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
図
書
室
倉
石
文
庫
蔵
本
。

本
稿
は
平
成
二
十
九
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番

号
一
七
J
〇
四
六
九
七
「
唐
話
の
流
行
か
ら
見
る
漢
籍
受
容
―
岡
白
駒
と
そ
の
周
辺
」

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
二
〇
一
七
年
十
月
二
日
受
理
）

（
み
や
も
と　

は
る
か　

本
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程　

国
文
学
中
国
文
学
専
攻
）


